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道
路
空
間
を
利
活
用
す
る

民
間
団
体
と
道
路
管
理
者
が

連
携
し
て
、
道
路
管
理
の
一

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
28
年
度
よ
り
創
設

さ
れ
た
「
道
路
協
力
団
体
制

度
」
に
勝
山
観
光
協
会
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
本
制
度
に

よ
り
、
全
国
で
第
１
号
と
し

て
勝
山
観
光
協
会
を
含
め
26

団
体
が
指
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
の
指
定
に
よ
り
、
国
道
１
３
９
号
線
の
勝
山
入
口

交
差
点
付
近
に
ベ
ン
チ
や
広
告
用
看
板
が
設
置
さ
れ
勝
山

観
光
協
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。勝
山

観
光
協
会
理
事
の
大
野
さ
ん
は
「
周
辺
の
看
板
も
集
合
化

す
る
な
ど
景
観
に
配
慮
し
た
事
業
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
花
壇
の
植
栽
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
の
幅
が
よ
り
一
層
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
町
出
身
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
日
本
代
表
選
手
の
大
石
茂

実
さ
ん
、
渡
辺
泰
香
さ
ん
が
、

第
３
回
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
に
出

場
し
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　
お
二
人
は
い
ず
れ
も
北
麓

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
を
始
め
、
現
在
は
一
般

の
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
所
属
。

去
年
11
月
に
香
港
で
開
催
さ

れ
た
大
会
に
代
表
初
選
出
で
出
場
し
、
男
女
そ
ろ
っ
て
の

日
本
の
ア
ジ
ア
３
連
覇
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
都
市
整
備
課
と
水
道
課
、

お
よ
び
建
設
安
全
協
議
会
に

よ
る
年
末
合
同
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
が
12
月
19
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
午
前
９

時
に
役
場
駐
車
場
に
て
行
わ

れ
た
出
発
式
で
、
三
浦
都
市

整
備
課
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
３
名
の
役
場
職

員
と
渡
辺
文
美
会
長
外
８
名

の
協
議
会
役
員
が
船
津
地
内

の
「
南
台
枝
線
汚
水
管
渠
布
設
工
事
」
と
上
九
一
色
地
内
の

「
富
士
ヶ
嶺
農
道
配
水
管
切
回
工
事
」
及
び
小
立
地
内
の

「
八
木
崎
公
園
整
備
工
事
」の
現
場
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
各
現
場
と
も
安
全
対
策
や
交
通
整
理
状
況
に
つ
い
て
は

問
題
点
も
無
く
、
ま
た
施
工
体
制
も
概
ね
良
好
で
し
た
。す

べ
て
の
工
事
は
、
住
み
よ
い
町
作
り
に
欠
か
せ
な
い
大
事

な
工
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
長
年
に
亘
っ
て
町
発
注
の

工
事
に
よ
る
労
働
災
害
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
引
き
続
き
安
全
第
一
に
て
施
工
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
寒
さ
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
中
、
各
施
工
業
者
と
も
１
日

も
早
い
完
成
を
目
指
し
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
工
事
現
場
付
近
を
通
行
す

る
際
は
、
交
通
誘
導
員
の
指
示
に
従
い
、
作
業
ヤ
ー
ド
へ
の

不
要
な
立
ち
入
り
を
し
な
い
等
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
早
稲
田
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
シ
ッ
プ
実
習
生
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
早
稲
田
大
学
へ
留
学
生
と

し
て
来
日
し
て
い
る
外
国
人

留
学
生
２
名
を
２
月
４
日
か

ら
３
月
４
日
ま
で
の
間
受
け

入
れ
ま
す
。
実
習
生
の
２
人

は
、「
地
方
訪
問
文
化
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
で
来
町
し
、
期
間
中

は
、
政
策
財
政
課
と
生
涯
学
習
課
に
１
名
ず
つ
業
務
補
助

員
と
し
て
、
業
務
実
習
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
見
か
け
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
で
は
、
今
後
も
国
際
交
流
推
進
の
た
め
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
船
津
地
区
42
歳
の

厄
年
グ
ル
ー
プ
「
辰
巳

会
」
の
皆
様
よ
り
船
津

保
育
所
に
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
と
温
風
ヒ
ー

タ
ー
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
行
事
等
に
有
効
的
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
の

で
、こ
れ
か
ら
先
も
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
山
梨
富
士
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら
町
に
対

し
て
、
５
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。よ
り
良
い

町
政
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一社
）勝
山
観
光
協
会
が

　

道
路
協
力
団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

1
（
一社
）勝
山
観
光
協
会
が

　

道
路
協
力
団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

1

建
設
工
事
現
場
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
た

３

山
梨
富
士
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら

　
　

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た

６
船
津
保
育
所
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と

温
風
ヒ
ー
タ
ー
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５

早
稲
田
大
学　

外
国
人
留
学
生　

イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
す
！

４

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
日
本
代
表
選
手
が

町
長
に
優
勝
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

２

ハナさん ラティシャさん
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　平成29年1月8日（日）に「平成28年成人者のつどい」が勝山さくやホールにおいて行われました。当日は、
式典が終わる頃から雪になりましたが、新成人の方々がなつかしい友人との再会を楽しんでいました。

船津地区　集合写真

小立・大嵐地区　集合写真

河口・大石地区　集合写真

勝山・上九一色地区　集合写真 長浜・根場・西湖地区　集合写真

平成29年 成人者のつどい

　本日、私たち新成人のために、このような盛大な式典を開催してい
ただき、心より感謝を申し上げます。
　そして、町長様をはじめとし、私たち新成人に温かいお言葉を下さ
ったご来賓の方々、本当にありがとうございました。皆様から頂いた
お言葉を胸にこれからも日々頑張ってまいりたいと強く感じました。
　私たちは、雄大な富士、豊かな自然と美しい湖に囲まれた素晴らし
い環境の中で育ってきました。いつも心の支えとなってくれる家族、
温かく見守ってくださる地域の方々、そして数えきれない思い出を作
ってきたかけがえのない友人たち、故郷富士河口湖町には、私たちに
とって何にも代えられない「宝物」がたくさんあります。
　故郷に残って頑張っている友人たち、故郷から離れて頑張ってい
る友人たち、それぞれの道を歩もうとしている私たちにとって共通し
ているのは、素晴らしい故郷、帰るべき温かい故郷があるということ
です。私たちにとって、富士河口湖町はかけがえのない故郷です。
　今私がこの場で新成人代表としてスピーチさせていただいていま
すが、やはり富士河口湖町での思い出が数多く思い出されます。この
場に集まっている皆さんもそうなのではないでしょうか。特に私は東
京都内の大学へと進学したので、よりいっそう彷彿とさせられます。
　皆さんは三年前の二月に、この富士河口湖町を未曾有の大雪が襲
ったことを覚えていらっしゃるでしょうか。あの大雪の被害は大きく、
天災の怖さを改めて実感したのを覚えています。しかし、そんな時だ
からこそ感じたのは、地域の人同士の絆の深さです。みんなで協力し
て除雪を行い、またお年寄りの方しか住んでいない民家を優先して
行いました。私はそんな光景を目の当たりにし、改めて私たちの故郷
である富士河口湖町は素敵な場所であると思いました。地域の繋が
り、人との繋がり、そして他者を想う大切さをあの時ほど意識したこ
とはありませんでした。
　新社会人として、地域を担うものとして自分の進むべき道をしっか
りと見据え、今まで以上に努力を重ねていきたいと思うところであり
ます。
　これから先の人生、私たちは様々なことを経験するかと思います。
嬉しいことも、悲しいことも、辛いこともあるでしょう。しかし、そんな
時にはふと故郷や地域の人々、友人たちを思い出せば、きっと温かい
気持ちになり、心の励みになると思います。
　結びに、私たちを育ててくれた方々への感謝の気持ちを忘れず、新
成人一同協力し合い、これからの社会の担い手として自覚ある行動
を心掛けていくことを約束するとともに、誓いの言葉とさせていただ
きます。　　　　　
　　　　　　　　　  平成29年1月8日　 新成人代表　奥脇　晃

・アトランタオリンピック開催
・羽生善治が将棋のタイトル七冠独占
・海の日が施行
・ロシアでエリツィン大統領就任

・第二次橋本内閣発足
・原爆ドームと厳島神社が世界遺産に登録
・巨人が広島との11.5ゲーム差を逆転しセ・リーグ優勝
・プロ野球オリックスが日本一

・野茂英雄が大リーグでノーヒットノーラン達成
・ペルー日本大使公邸人質事件
・携帯型ゲーム「たまごっち」発売

今年成人を迎えた皆様が生まれた年の主な出来事 〈1996年（平成8年）4月～1997年（平成9年）3月〉

新成人代表　誓いの言葉
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町からのお知らせ町からのお知らせ
　■

要
　
件
　
保
育
士
資
格
の
あ
る
方
で
、
町
内
公
立
保
育
所

　
　
　
　
　
に
勤
務
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

■
業
務
内
容
　
児
童
の
保
育
及
び
所
長
の
指
示
す
る
業
務

■
採
用
人
員
　
８
名
程
度

■
期
　
間
　
　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

■
勤
務
時
間
　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　（
基
本
）早
番
・
遅
番
あ
り

■
待
　
遇
　
時
給
１
，
０
０
０
円 
・
社
保
加
入
・
年
間
賞
与

　
　
　
　
　
あ
り

■
応
　
募
　
２
月
17
日
（
金
）
必
着
で
、
履
歴
書
・
保
育
士
証

　
　
　
　
　（
写
）を
福
祉
推
進
課
へ
提
出

■
選
　
考
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
履
歴
書
と
面
接
に
よ

　
　
　
　
　
り
決
定
し
ま
す
。

■
要
　
件
　
町
内
公
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
期
　
間
　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

■
勤
務
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
待
　
遇
　
時
給
８
８
０
円 

・
社
保
加
入
・
年
間
賞
与
あ
り

■
応
　
募
　
２
月
24
日
（
金
）
必
着
で
、
履
歴
書
を
福
祉
推
進

　
　
　
　
　
課
へ
提
出

■
選
　
考
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
履
歴
書
と
面
接
に
よ

　
　
　
　
　
り
決
定
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
青
木
ヶ
原
樹
海
で
の
自
殺
抑
止
効
果
の
た
め
、
樹

海
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
採
用
期
間
　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
勤
務
条
件
　
65
歳
未
満
・
要
普
通
免
許

　※

樹
海
内
を
歩
く
こ
と
が
多
い
た
め
、
足
腰
が
頑
強
な
方

　
　
が
好
ま
し
い

■
勤
務
時
間
　
４
月
〜
11
月
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
12
月
〜
３
月
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
勤
務
体
系
　
交
代
で
２
人
１
組
、３
日
に
２
日
勤
務

■
賃
　
金
　
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
に
よ
る

　
町
立
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
次
の
嘱
託･

臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
町
単
教
諭（
嘱
託
職
員
）若
干
名

（
要
　
　
件
）
小
学
校
教
諭
免
許
（
有
効
期
限
内
）
が
あ
り
、
心

　
　
　
　
　 

身
と
も
に
健
康
で
勤
務
可
能
な
方

（
内
　
　
容
）
在
校
児
童
へ
の
教
育
・
指
導
及
び
所
属
長
が
指

　
　
　
　
　 

示
す
る
業
務

（
採
用
期
間
） 

平
成
29
年
４
月
１
日
〜（※

１
ヶ
年
更
新
）

（
勤
　
　
務
）
原
則
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
　
　
　 

　
15
分
ま
で

（
待
　
　
遇
） 

町
規
定
の
町
費
教
員
基
準
額
、社
会
保
険
加
入

（
選
　
　
考
）
履
歴
書
・
小
学
校
教
諭
免
許
状
の
写
し
を
提
出
、

　
　
　
　
　 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
履
歴
書
と
面
接
に
よ
り

　
　
　
　
　 
決
定
し
ま
す
。

■
支
援
員（
臨
時
職
員
）若
干
名

（
要
　
　
件
） 

心
身
と
も
に
健
康
で
勤
務
可
能
な
方

（
内
　
　
容
） 

児
童
の
支
援
全
般
及
び
所
属
長
が
指
示
す
る
業
務

（
採
用
期
間
） 

平
成
29
年
４
月
１
日
〜（※

６
ヶ
月
更
新
）

（
勤
　
　
務
） 

原
則
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
　
　 

　
　
15
分（
夏
季･

冬
季･
学
期
末
休
業
中
は
勤
務
な
し
）

（
待
　
　
遇
） 

町
規
定
の
臨
時
職
員
基
準
額
、社
会
保
険
加
入

（
選
　
　
考
） 

履
歴
書
を
提
出
、応
募
多
数
の
場
合
は
、履
歴
書

　
　
　
　
　 

と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
給
食
調
理
員（
臨
時
職
員
）若
干
名

（
要
　
　
件
） 

心
身
と
も
に
健
康
で
勤
務
可
能
な
方

（
内
　
　
容
） 

給
食
調
理
全
般
及
び
所
属
長
が
指
示
す
る
業
務

（
採
用
期
間
） 

平
成
29
年
４
月
１
日
〜（※

６
ヶ
月
更
新
）

（
勤
　
　
務
） 

原
則
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　 

　
　
15
分（
夏
季･

冬
季･

学
期
末
休
業
中
は
勤
務
な
し
）

（
待
　
　
遇
） 

町
規
定
の
臨
時
職
員
基
準
額
、社
会
保
険
加
入

（
選
　
　
考
） 

履
歴
書
を
提
出
、応
募
多
数
の
場
合
は
、履
歴
書

　
　
　
　
　 

と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
〆
切
　
平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

※

希
望
職
種
を
履
歴
書
の
右
上
に
記
載
し
、
町
学
校
教
育
課

　
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　
船
津
財
産
区
で
は
三
ノ
段
・
天
上
山
等
の
区
有
地
を
管
理

す
る
業
務
員
を
募
集
し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
と

運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
・
健
康
状
態
が
わ
か
る
診
断
書
等
（
町

で
行
う
健
康
診
断
の
結
果
表
で
も
可
）を
持
参
し
、
町
役
場
２

階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
へ
２
月
28
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。な
お
採
用
可
否
の
連
絡
は
管
理
会
で
の
選
考

後
と
な
り
ま
す
。

■
要
件
等
　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
満
70
歳
未
満
の
方
。

　
　
　
　
　
健
康
で
普
通
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
方
。

※

船
津
地
区
在
住
者
に
限
る
。

■
業
務
内
容
　
区
有
地
内
の
伐
採
・
下
刈
り
・
枝
打
ち
・
清

　
　
　
　
　
　
掃
等

■
採
用
人
数
　
１
名

■
勤
務
場
所
　
天
上
山
・
三
ノ
段
　
他
　
船
津
財
産
区
有
地

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

※

４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
雇
用

　
町
で
は
、
青
木
ヶ
原
樹
海
の
魅
力
を
解
説
す
る
ガ
イ
ド
と

一
緒
に
樹
海
を
歩
く
有
料
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
人
材

を
養
成
す
る
講
座
を
実
施
し
ま
す
。全
６
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
修
了
し
、
ガ
イ
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
・
技
術
・
モ
ラ

ル
を
習
得
し
た
と
認
め
ら
れ
た
方
を
富
士
河
口
湖
町
公
認
ネ

●
問
合
先　
福
祉
推
進
課　
℡
７
２-

６
０
２
８

福
祉
推
進
課
か
ら

●
問
合
先　
学
校
教
育
課　
℡
７
２-

６
０
５
２

町
立
学
校 

嘱
託
・
臨
時
職
員
募
集

●
問
合
先　
総
務
課 

船
津
財
産
区
事
務
局　
℡
７
２-

１
１
１
２

船
津
財
産
区
業
務
員
募
集

●
問
合
先　
観
光
課　
℡
７
２-

３
１
６
８

第
４
回
青
木
ヶ
原
樹
海・富
士
河
口
湖
町
公
認

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座﹇
受
講
者
募
集
﹈

保
育
所
に
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

　
　

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
に
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

　
　

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
に
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

　
　

調
理
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
に
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

　
　

調
理
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
青
木
ヶ
原
ふ
れ
あ
い
声
か
け
事
業
】の

　
　

従
業
者
募
集

【
青
木
ヶ
原
ふ
れ
あ
い
声
か
け
事
業
】の

　
　

従
業
者
募
集
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町からのお知らせ町からのお知らせ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
認
定
し
ま
す
。認
定
さ
れ
た
方
に

は
、
西
湖
コ
ウ
モ
リ
穴
を
拠
点
と
し
て
青
木
ヶ
原
樹
海
で
実

施
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
有
償
ガ
イ
ド
（
登
録

制
・
交
替
制
）と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
の
積
極

的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
養
成
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
養
成
講
座
は
「
青
木
ヶ
原
樹
海
と
富
士
山
の
自
然
環
境
・

　
動
植
物
、ガ
イ
ト
と
し
て
の
資
質
等
」

　
２
月
27
日
（
第
１
回
）
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
６
回
の
受

　
講
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
受
講
を
し
て
頂
き
ま
す
。

■
ガ
イ
ド
認
定
条
件

　
◎
全
６
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
て
修
了
す
る
こ
と

　
◎
ガ
イ
ド
実
地
試
験
で
優
秀
な
成
績
を
納
め
る
こ
と

　
◎
春
以
降
に
年
数
回
行
う
研
修
を
受
け
る
こ
と

■
申
込
み
　
必
要
事
項
を
記
し
た
申
込
用
紙
と
、
下
記
内
容

　
の
提
案
文
を
観
光
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い

　
申
込
用
紙
：
観
光
課
ま
で
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
町

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
提
案
文
テ
ー
マ
：「
自
然
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」

　（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
程
度
）

　
申
込
期
限
：
２
月
21
日（
火
）必
着

■
定
　
員
　
30
名（
提
案
文
に
よ
る
選
考
）

　
受
講
が
決
ま
っ
た
方
に
は
詳
細
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
お

　
送
り
し
ま
す
。

■
受
講
費
　
５
，
０
０
０
円（
全
６
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
参

　
加
費
。弁
当
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

■
連
絡
先
　
富
士
河
口
湖
町
観
光
課
　
℡
７
２‐

３
１
６
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
／
施
設
係
　
渡
辺
・
宮
下

■
募
集
人
員
　
１
名

■
勤
務
地
　
案
内
所（
河
口
湖
駅
東
）

■
業
務
内
容
　
観
光
案
内
業
務
、事
務
一
般

　
＊
外
国
人
観
光
客
対
応
と
し
て
英
会
話
の
で
き
る
方

■
就
業
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

　
＊
内
、１
時
間
休
憩
あ
り

　
＊
休
前
日
及
び
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
遅
番
勤
務
あ
り

■
休
　
日
　
月
８
日（
勤
務
シ
フ
ト
表
に
よ
る
）

■
待
　
遇
　
組
合
規
定
に
よ
る（
各
種
保
険
加
入
）

■
応
　
募
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
下
記
宛
て
に
郵
送
し
て

　
く
だ
さ
い
。書
類
選
考
・
面
接
を
経
て
採
用
者
を
決
定
い

　
た
し
ま
す
。

　
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
３
６
４
１‐

１

　
　
　
河
口
湖
温
泉
旅
館
協
同
組
合
　担
当
　功
刀（
く
ぬ
ぎ
）

　
　
　
　
　
　
　
℡
７
２-

０
３
４
６
　
Fax
７
２-

０
６
２
０

　
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が
交
通
災
害（
交
通
事
故
に
よ

る
災
害
）に
あ
っ
た
場
合
に
、
ケ
ガ
等
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞

金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

　
運
転
中
や
同
乗
中
、
歩
行
中
な
ど
交
通
事
故
は
自
分
自
身

が
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
い
つ
ど
ん
な
時
に
遭
遇
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
掛
金
年
額
５
０
０
円
で
通
院
１
日
か
ら
見
舞
金
の
支
給
対

象
！
自
転
車
事
故
も
カ
バ
ー
！

■
加
入
申
込
　
３
月
中
旬
頃
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
詳
し
い
日
程
は
、
３
月
号
広
報
誌
、
ち
ら
し
、Ｈ
Ｐ
、Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
放
送
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
聴
こ
え
な
い
、
聴
こ
え
に
く
い
方
と
聴
こ
え
る
方
が
相
互

の
意
思
疎
通
が
図
れ
る
よ
う
、
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者

の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。派
遣
さ
れ
る
手
話
通
訳
者
等
は

定
期
的
に
研
修
を
受
け
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
ま
す
。ま

た
、
守
秘
義
務
が
あ
り
派
遣
を
依
頼
し
た
方
々
の
個
人
情
報

は
確
実
に
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
＊
例
え
ば
こ
ん
な
場
面
で
利
用
で
き
ま
す
＊

　
医
療
機
関
で
の
受
診
・
官
公
署
で
の
手
続
き
、
職
業
・
教

育
に
関
す
る
こ
と
、
町
主
催
の
行
事
、
地
域
の
会
議
・
行
事
、

各
種
団
体
主
催
の
講
演
会
等
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
も
で
き
ま
す
。

（「
富
士
河
口
湖
町
　
手
話
通
訳
」

　
ま
た
は「
富
士
河
口
湖
町
　
要
約
筆
記
」で
検
索
。）

　
町
で
は
、
年
々
空
き
家
の
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。町
役
場

で
は
、
増
加
す
る
空
き
家
を
有
効
活
用
し
て
、
町
へ
の
移
住
者

を
増
や
す
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ

の
制
度
は
、
空
き
家
を
借
り
た
い
町
外
の
方
と
空
き
家
を
貸

し
た
い
大
家
様
を
仲
介
す
る
制
度
で
す
。空
き
家
の
有
効
活

用
の
た
め
に
も
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
ご
登
録
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
特
徴
■

　
①
家
が
古
く
て
も
貸
し
出
せ
ま
す

　…

築
30
年
か
ら
50
年
程
度
経
過
し
て
い
る
物
件
や
、
ト
イ

　
　
レ
が
汲
み
取
り
式
、
雨
漏
り
し
て
い
る
な
ど
物
件
に
不

　
　
便
が
あ
っ
て
も
、借
り
た
い
と
い
う
方
が
い
ま
す
。

　
②
借
り
た
い
人
は
約
５
０
０
名

　…

空
き
家
を
借
り
た
い
と
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
方
は

　
　
約
５
０
０
名
い
ま
す
。家
族
連
れ
に
入
っ
て
も
ら
い
た

　
　
い
な
ど
、
入
っ
て
も
ら
う
方
を
大
家
さ
ん
が
選
ぶ
こ
と

　
　
も
で
き
ま
す
。

　
③
登
録
す
る
と
補
助
金
の
対
象
に

　…

空
き
家
大
家
さ
ん
を
対
象
に
し
た
、「
空
き
家
リ
フ
ォ
ー

　
　
ム
補
助
金
」
や
「
空
き
家
提
供
補
助
金
」
な
ど
補
助
金
交

　
　
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　
総
務
課　
℡
７
２-

１
１
１
２

平
成
29
年
度

　
　
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

●
問
合
先　
福
祉
推
進
課

　
　
　
　
　
℡
７
２-

６
０
２
８　
Fax
７
２-

６
０
２
７

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
制
度
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
政
策
財
政
課　
℡
７
２-

１
１
２
９

町
民
の
皆
様
、

  

空
き
家
の
登
録
・
利
活
用
を
お
願
い
し
ま
す

●
問
合
先　
河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合　
℡
７
２-

０
３
４
６

河
口
湖
温
泉
旅
館
協
同
組
合
案
内
所

　 

（
富
士
河
口
湖
観
光 

総
合
案
内
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
ス
タ
ッ
フ
募
集

〔
見
舞
金
の
額
〕

　
●
死
亡
　
１
０
０
万
円

　
●
障
害
　
20
万
円
〜
30
万
円

　
●
傷
害
　
１
万
円
〜
18
万
円
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町からのお知らせ町からのお知らせ
　
ピ
ロ
リ
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
）
は
、
口
か
ら
体

の
中
へ
入
っ
て
胃
の
粘
膜
に
棲
み
つ
き
、
胃
の
内
壁
に
炎
症

を
起
こ
し
、
胃
を
守
っ
て
い
る
粘
膜
を
減
少
さ
せ
、
胃
炎
・
消

化
性
潰
瘍
を
発
症
さ
せ
胃
が
ん
の
原
因
に
な
り
ま
す
。ピ
ロ

リ
菌
は
、
一
度
感
染
す
る
と
除
菌
し
な
い
限
り
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
胃
の
中
に
棲
み
続
け
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
検
査
は
、
集
団
健
診
及
び
人
間
ド
ッ
ク

健
診
に
お
い
て
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ

ロ
リ
感
染
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。検
査
は
、
健
診
時

に
採
取
し
た
血
液
を
用
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。（
検
査
料
は

全
額
自
己
負
担
で
す
。）

　
も
し
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
た
場
合
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除

菌
治
療
は
、
胃
の
内
視
鏡
検
査
等
を
行
い
、
医
師
の
診
断
の
も

と
、
除
菌
薬
を
朝
と
夕
２
回
、
１
週
間
、
飲
む
だ
け
で
８
割
以

上
の
方
が
除
菌
に
成
功
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
菌
治
療
後
も
定
期
的
な
が
ん
検
診
は
必
要
に
な

り
ま
す
。　 

　
す
で
に
町
の
広
報
、
平
成
28
年
８
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
山
梨
県
で
は
除
菌
治
療
費
の
自
己
負
担
額
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。こ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。申
請
書
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
町
役
場
健
康
増
進
課
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※

助
成
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
　
が
ん
対
策
推
進
担
当

 

　
　
　
電
話
番
号
　
０
５
５-

２
２
３-

１
４
９
７

※

検
査
及
び
申
請
書
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

　
町
役
場
健
康
増
進
課
　
電
話
番
号
　
７
２-

６
０
３
７

　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、

平
成
29
年
度
の
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。河
口
湖
ス
テ
ラ

シ
ア
タ
ー
、
河
口
湖
円
形
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み

た
い
方
、ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
!!

　
素
敵
な
特
典
と
お
得
な
情
報
が
満
載
で
す
。

■
会
員
特
典

☆
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
及
び
河
口
湖
円
形
ホ
ー
ル
の
コ

　
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
優
先
電
話
予
約

☆
コ
ン
サ
ー
ト
情
報
を
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ

☆
チ
ケ
ッ
ト
の
割
引

(

公
演
に
よ
っ
て
は
適
用
に
な
ら
な
い

　
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。)

☆
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、飲
食
店
な
ど
の
ご
優
待

■
入
会
金
　
無
料

■
会
員
有
効
期
間
　
入
会
時
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　
　（
年
度
更
新
）

■
年
会
費
　

　【
一
般
会
員
】　
１
，０
０
０
円

　
　（
１
公
演
に
つ
き
、チ
ケ
ッ
ト
割
引
２
枚
ま
で
）

　【
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
】　
２
，０
０
０
円

　
　（
１
公
演
に
つ
き
、チ
ケ
ッ
ト
割
引
５
枚
ま
で
）

■
お
申
込
み
方
法
　
ご
希
望
の
会
員
の
年
会
費
を
ご
持
参
の

　
上
、
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。窓
口

　
に
て
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
年
会
費
を
添
え

　
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。そ
の
場
で
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
　
更
新
の
方
は
、
ご
使
用
の
会
員
カ
ー
ド
を
ご
持
参
の
上
、

　
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　※

郵
便
振
込
み
も
可
能
で
す
。お
手
数
で
す
が
、
ス
テ
ラ
シ

　
　
ア
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

《
受
付
時
間
》 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

《
休
館
日
》 

毎
週
火
曜
日
、祝
日
の
翌
日

●
問
合
先　
健
康
増
進
課　
℡
７
２-

６
０
３
７

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
検
査
及
び

　
　
　
　
　
除
菌
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

●
問
合
先　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー　
℡
７
２-

５
５
８
８

河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

　
　
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
♪

３
月
１
日（
水
）か
ら
受
付
開
始

３
月
１
日（
水
）か
ら
受
付
開
始

3月号広報
3月2日㊍
配布予定
広報誌に関する
お問い合わせは

政策財政課（渡辺和馬）
℡７２-１１２９
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ

　大月年金事務所では、年金相談にご来所されるお客様の
相談日時のご予約を承っています。
　ご予約いただくことで、優先的にご相談に応じさせていた
だくため、お待たせ時間の短縮につながります。
　また、相談に必要な年金記録を事前に準備させていただ
きますので、相談内容もよりスピーディーな対応が可能です。
　お電話にてご予約の際には、基礎年金番号をお伺いしま
すので、年金手帳等、基礎年金番号のわかるものをご用意く
ださい。
　予約申し込み電話番号　0554-22-7939（直通）
　　　※受付時間　平日8：30から17：15まで
　　　　大月年金事務所　お客様相談室

■開催日時　2月18日(土) 13：00～16：00
■講師　石阪督規　埼玉大学教授
■受講料　無料　　■対象　どなたでも100名

■開催日　3月4日(土) 10：00～12：00
■講師　矢野公生　■受講料　1200円（材料費）
■対象　どなたでも20名

■開催日　3月4日(土) 13：00～15：00
■講師　瀧田信之　■受講料　無料
■対象　どなたでも20名

■開催日　3月11日（土）10：30～12：00
■講師　海野聖子　■受講料　無料
■対象　どなたでも20名

■日時　3月12日（日）・19日（日）13：00～16：00
■講師　ダミアン・フォックス
■受講料　無料　　■対象　どなたでも20名

　結婚、出産、育児、介護等によって職場を離れている看護
職の免許をお持ちの皆さん、あらためて看護の仕事を始めて
みませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　最近は、院内保育室の整備や育児短時間制度、夜勤免除
等の就業時間の工夫を行い、看護職員が働きやすい環境を

整えている医療機関が増えています。
　また、離職してからの期間が長く、病院における最新の看
護業務に不安を抱いている方には、病院での実務研修や職
場復帰をサポートするための相談を行うことができるよう体
制を整備しています。　　　　　　　　　　　　　　　　
　富士・東部の医療機関・訪問看護ステーションは、あなた
を必要としています。
　保健所では相談窓口を設けるとともに、県内の求人情報
も提供しています。管内８病院看護部長も参加する、相談会
も予定しています。ぜひ自分に合った職場を選択する機会と
して、気軽にご相談ください。
■対象　保健師、助産師、看護師、准看護師の免許所有者
　※個人情報は厳守します。

■職種　木造建築科・建築塗装科
■期間　各科とも２年間
　　　　夜間訓練と土曜・日曜の訓練校の指定する日
■対象者　各事業所に勤めながら学ぶことのできる方
■月謝　会員　３，０００円　会員外　５，０００円
■締切　平成２９年３月３１日（金）

■講習日　（１級）４月上旬から２１日間（６３時間）
　　 　　　（２級）８月上旬から２１日間（６３時間）
■対象者　１級・２級 建築施工受験資格該当者
■受講料　お問い合わせください
■定員　先着10名（5名未満の場合は中止となります）
■締切　受験申し込みの締め切りに合わせます。詳細はお
　　　　問い合わせください。１級の受験の申込みは毎年
　　　　２月上旬から始まります。２級の受験の申込みは毎
　　　　年６月上旬から始まります。当協会では申込用紙
　　　　の取り寄せも承ります。

　青色申告は、自分の経営を客観的につかむための重要な
ツールです。新たに青色申告を始めるためには、個人の場
合、平成29年３月15日までに最寄りの税務署に「青色申告
承認申請書」を提出する必要があります。
　なお、政府の農林水産業・地域の活力創造本部において、
青色申告を行っている農業者を対象とした収入保険制度の
導入が決定されました。
収入保険制度とは、自然災害による収量減少だけでなく、価
格低下なども含めた収入減少を補てんする仕組みです。
　５年以上の青色申告実績がある者が基本ですが、青色申
告（簡易な方法を含む）の実績が１年分あれば加入できま
す。この機会に青色申告を始めましょう。

●問合先　大月年金事務所　℡0554-22-7939

年金相談の予約を受付しています

●問合先　ぴゅあ富士　℡0554-45-1666

ぴゅあ富士から
●問合先　℡22-5214

富士吉田職業訓練協会から

●問合先 （所得税の青色申告に関すること）

　　　　　　　　　　　　　大月税務署　℡0554-22-3151
　　　　 （収入保険制度に関すること）

　　　　　　　　関東農政局山梨県拠点   ℡055-254-6055
　　　　　　　　　　　　県農政総務課　℡055-223-1589

農業者の皆様へ、
　　　　青色申告を始めましょう！

●問合先　富士・東部保健福祉事務所　℡24-9034

看護師等再就業相談

第１９回都留市男女共同参画推進フェスティバル
　　　　　　　　　　　「自治会活動の再生を！」

男の子の子育て教室③ 
　思春期「どんな大人になるのかな　家族の関わり方を考える」

スモールビジネス　映像作成ワークショップ　
　①映像製作の基本と下準備　
　②撮影と照明のテクニック　③編集作業

【平成２９年度 普通課程訓練生募集】

【１級・２級 建築施工管理技士学科　受験準備講座】

みんな活き活き　ひとり一人のちがいを 活かし合うために
「デートDV講座」

手打ちそばうち講座
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■仕事の内容　道の駅「かつやま」の駅長として経営全般
　と総合的な運営、管理業務を行っていただきます。
　※高齢者の方を求めます。
■雇用形態　正社員以外
■雇用期間　～平成31年3月31日
　　　　　　契約更新の可能性あり（原則更新）
■必要な免許・資格　普通自動車免許
※年齢・学歴不問、パソコン（ワード・エクセル）操作でき
　る方
■労働条件等　基本給（月給） 200,000円

■仕事の内容　道の駅「かつやま」での（1）土産物売店
　　　　　　　での販売　（2）レストランでの飲食物の
　　　　　　　調理　（3）各施設の清掃、管理
※未経験者の方も歓迎します。
■雇用形態　パート労働者
■雇用期間　6か月　契約更新の可能性あり
　　　　　 （原則更新）
※経験・学歴・年齢不問
■労働条件等　時給800円　その他手当あり

　小・中学生、男子、女子もオリンピックを目指して稽古を
しています！ぜひ、一緒にやってみませんか！

　
　月曜日・第2，第4金曜日…午後7時～午後8時
　　　　　　　　　　　　 ［船津小体育館］
　水曜日…午後7時～午後9時［船津公民館］
　木曜日…午後7時～午後9時［交流センター］
　第1，第3金曜日…午後7時～午後9時［中央公民館］
　※稽古の時間、曜日等は相談して下さい。
■内容　段・級の審査を受けることができます。
　　　　大会が年に数回あります（組手は防具をつけま
　　　　す）。
■会費　月1,000円（保険別）
※見学、体験、質問等、お気軽にお電話下さい！！

　12月広報掲載の富士河口湖里山ハイキングクラブ恒例
の、元日富士山遥拝トレッキングは雪もなく晴天に恵ま
れ、会員及び町民多数の参加をいただき、天上山、山頂の
小御岳神社里宮から、富士山五合目の山宮を遥拝し、持
参の御神酒で乾杯、今年の計画など話し合いました。
　2月は下記の予定で行います。

■日時　2月9日（木）　朝8時　
　　　　風穴駐車場集合、出発
■コース　風穴駐車場～野鳥の森公園～いやしの里～　

　　　　　竜宮洞窟～風穴駐車場　
　　　　　歩行時間休憩込み3時間半～4時間
■持ち物　防寒着・手袋・タオル・軽い食事・水・履物は
　　　　　慣れたもの
■その他　参加申し込み不要・参加費300円・保険には入
　　　　　りません。聞きたいことは事務局まで。

　「山梨県電子部品・デバイス・電子回路、電子機械器
具、情報通信機械器具製造業最低賃金」は、平成28年12
月18日から1時間851円に、「山梨県自動車・同附属品製造
業最低賃金」は、平成28年12月24日から1時間857円になり
ました。
　なお、山梨県最低賃金は、平成28年10月1日から1時間
759円となっています。詳しくは上記番号にお尋ねください。

■日時　4月8日（土）
　①会場警備係：14時～19時半　②パンフレット配布・会
　場案内係：7日（金）15時～18時又は8日10時～15時　
　③外国人向け観光案内係：10時～20時　④救護補助
　係：14時半～20時
■募集人数
　①100人　②15人　③10人　④10人　
　※いずれも原則として18歳以上の方
■応募方法
　ハガキ、FAX又はEメールで、住所、氏名、年齢、性別、
　電話、希望する業務（③の係は希望日も）、過去の経験
　の有無を明記の上、〒400-8501　甲府市丸の内1-6-1
　信玄公祭り実行委員会ボランティア係まで送付。（Eメ
　ールは、t - k u r a s a w a @ y a m a k a n - s k . j p 
　3月9日必着）。

　ニートやひきこもりは個人の問題だけではなく社会の問
題と考え、山梨県キャリアコンサルティング協会では、若者
を社会へ繋げる支援を行っております。県民のみなさまに
彼らを正しく理解していただきたい思いから、彼らの持っ
ているポテンシャルをアート作品として展示する作品展を
企画いたしました。
　より多くのみなさまに作品を鑑賞していただき、彼ら自身
の理解と、彼らを受け入れてくれる組織、企業を増やして
いければと願っております。
■とき・ところ　
　２月20日（月）～２月24日（金）
　　　　　　　　午前８時30分～午後５時
　但し20日（月）は午前10時30分より開催
　富士河口湖町役場ロビー

勝山観光協会から求人のお知らせ勝山観光協会から求人のお知らせ
●問合先　一般社団法人勝山観光協会　℡72-5633

空手道教室　小濱塾空手道教室　小濱塾
●問合先　℡080-3430-2509（山下）

トレッキング参加者募集トレッキング参加者募集
●問合先　事務局　℡090-8873-2443

最低賃金が改正されました最低賃金が改正されました
●問合先　都留労働基準監督署　℡0554-43-2195

山梨労働局賃金室　℡055-225-2854

第46回信玄公祭り
　　　ボランティアスタッフ募集
第46回信玄公祭り
　　　ボランティアスタッフ募集

●問合先　信玄公祭り実行委員会　℡055-231-2722
　Fax055-221-3040

◎職種　道の駅の駅長

◎職種　売店又はレストランでの販売、調理、等

稽古日

雪の青木ヶ原樹海トレッキング

私たちのデビュー展私たちのデビュー展
～ニート・ひきこもりって呼ばれることもある～～ニート・ひきこもりって呼ばれることもある～

●問合先　特定非営利活動法人　山梨県キャリアコンサルティング協会
　　　　　　　   　 ℡055-274-7722
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一
月
十
一
日
、
町
役
場
に
お
い
て
区
長
・
自
治
会
長
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。一
年
間
地
域
の
代
表
と
し
て
、
行
政
と
の

橋
渡
し
的
役
割
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
議
の
席
に
お
い
て
、
各
地
区
の
代
表
及
び
町
連
合
会

長
の
選
出
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
大
嵐
区
・
富
士
ヶ
嶺
区
の
区
長
は
ま
だ
任
期
の
途
中

で
す
の
で
、改
選
し
た
際
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
町
連
合
会
長
　
　
　
　
　
渡
邉
　
秀
一
　（
浜
　
町
）

　
○
船
津
地
区
代
表
　
　
　
渡
邉
　
秀
一
　（
浜
　
町
）

　
○
小
立
地
区
代
表
　
　
　
渡
辺
　
廣
彦
　（
八
町
屋
区
）

　
○
大
石
地
区
代
表
　
　
　
桜
井
　
義
明
　（
下
条
区
）

　
○
河
口
地
区
代
表
　
　
　
渡
邊
　
義
道
　（
第
三
自
治
会
）

　
○
勝
山
地
区
代
表
　
　
　
流
石
　
丈
夫
　（
第
二
区
）

　
○
足
和
田
地
区
代
表
　
　
古
谷
　
信
喜
　（
根
場
区
）

　
○
上
九
一
色
地
区
代
表
　
小
林
　
直
彦
　（
精
進
区
）

船
津
地
区

【
揚
　
町
】松
浦
金
雄
　
　
　
　【
浜
　
町
】渡
邉
秀
一

【
若
松
町
】渡
辺
慶
昌
　
　
　
　【
上
　
町
】渡
辺
一
也

【
松
場
一
】小
佐
野
長
司
　
　
　【
松
場
二
】渡
辺
洋
一

【
湖
南
一
】渡
辺
研
一
　
　
　
　【
湖
南
二
】金
次
秀
夫

【
湖
南
三
】
渡
辺
　
清
　
　
　
　【
本
町
二
】
梶
原
敏
文
　 

　  

　 

【
七
の
一
】梶
原
智
安
　
　
　
　【
七
の
二
】上
口
賢
男

【
七
の
三
】古
屋
徳
雄
　
　
　
　【
七
の
四
】渡
辺
逸
郎

【
南
台
一
】
遠
山
英
利
　
　
　
　【
南
台
二
】
細
井
博
文
　
　
　
　

【
七
の
中
】白
川
　
浩
　
　
　
　【
市
　
道
】井
出
　
聡

【
富
士
見
一
】中
村
　
覚
　
　
　【
富
士
見
二
】梶
原
光
一

【
富
士
見
三
】前
田
康
成
　
　
　【
富
士
見
四
】臼
井
　
剛

【
本
　
町
】梶
原
　
馨
　
　
　
　【
上
の
段
下
】外
川
博
己

【
上
の
段
中
】渡
辺
　
泉
　
　
　【
上
の
段
上
】中
村
金
雄
　  

【
高
尾
町
】渡
辺
君
夫
　
　
　
　【
県
営
住
宅
】森
嶋
ひ
め

【
高
尾
南
】梶
原
義
之
　
　
　
　【
富
士
見
タ
ウ
ン
】西
村
洋
人

【
河
口
湖
通
】中
村
　
茂
　
　
　【
大
久
保
】小
林
正
史

【
宮
　
森
】
梶
原
好
守
　
　
　
　【
大
　
池
】
庄
司
正
志
　
　
　
　

【
浅
　
川
】外
川
完
一

＝
行
政
区
長
＝

【
山
　
彦
】中
村
美
好
　
　
　
　【
竹
の
子
・
松
場
】井
出
兆
里

【
湖
　
南
】
渡
辺
　
清
　
　
　
　【
富
士
桜
・
ス
バ
ル
】
井
出
　
聡

【
青
空
・
う
そ
ぶ
き
】梶
原
好
守

【
富
　
士
】中
村
好
文
　
　
　
　【
蜂
の
子
】中
村
金
雄

【
浅
　
川
】外
川
　
眞
　
　
　
　【
ひ
ば
り
】藤
井
　
誠

【
富
士
見
】前
田
康
成
　
　
　
　

【
高
尾
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】渡
辺
一
廣
　

【
高
尾
南
】梶
原
義
之

小
立
地
区

【
乳
ケ
崎
】渡
辺
　
源
　
　
　
　【
林
】外
川
正
寛

【
久
　
保
】渡
辺
益
光
　
　
　
　【
八
町
屋
】渡
辺
廣
彦

【
西
】大
石
八
栄

【
町
営
住
宅
小
立
団
地
】春
日
直
之
　

【
河
口
湖
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】堀
内
武
朗

大
石
地
区

【
中
　
沢
】堀
内
義
夫
　
　
　
　【
上
　
手
】梶
原
耕
一
郎

【
東
　
村
】貴
家
明
良
　
　
　
　【
下
　
条
】桜
井
義
明

【
後
　
藤
】廣
瀬
和
義
　
　
　
　【
中
　
村
】堀
内
眞
一

【
湯
　
口
】堀
内
藤
成

【
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
】上
條
暁
隆
　【
松
風
台
】加
藤
登
志
樹

河
口
地
区

【
第
　
一
】髙
山
一
彦
　
　
　
　【
第
　
二
】中
村
太
一

【
第
　
三
】渡
邊
義
道
　
　
　
　【
第
　
四
】中
村
長
昭

【
第
　
五
】古
屋
利
光
　
　
　
　【
第
　
六
】山
崎
安
人

勝
山
地
区

【
第
一
区
】小
佐
野
操
　
　
　
　【
第
二
区
】流
石
丈
夫

【
第
三
区
】堀
内
　
洽

足
和
田
地
区

【
長
浜
区
】三
浦
重
臣
　
　
　
　【
西
湖
区
】渡
辺
　
博

【
根
場
区
】古
谷
信
喜

上
九
一
色
地
区

【
精
進
区
】小
林
直
彦
　
　
　
　【
本
栖
区
】渡
辺
　
勇

　
町
内
に
は
、
67
の
区
・
自
治
会（
船
津
地
区
35
、
小
立
地
区
７
、

大
石
地
区
９
、
河
口
地
区
６
、
勝
山
地
区
３
、
足
和
田
地
区
４
、
上

九
地
区
３
）が
あ
り
、
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
各
団
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。普
段
か
ら
育
成
会
活
動
や
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
地
域
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
や
、
自
主
防
災
組
織
の
確
立
な

ど
有
事
の
際
に
は
地
域
の
防
災
力
と
し
て
非
常
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方

も
自
治
会
活
動

に
加
わ
り
、
近

隣
の
方
と
親
睦

を
深
め
な
が
ら

地
区
共
通
の
課

題
や
防
災
活
動

に
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
み
、

安
全
・
安
心
で

豊
か
な
地
域
づ

く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年 

新
区
長
・
自
治
会
長
の
紹
介

お問合せ先　総務課　地域係　72-1112

区・自治会に加入しましょう!!



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報 10

富士河口湖町の観光に関する興味深い情報やまちづくり情報などを紹介するかわら版です。

富士河口湖町

富士山と湖と高原のまち̶日本の湖水地方̶
観光まちづくりかわら版

富士河口湖町

富士山と湖と高原のまち̶日本の湖水地方̶
観光まちづくりかわら版観光まちづくりかわら版観光まちづくりかわら版

29年2月号
(第47号)

観光課 観光振興係    ℡７２-３１６８／E-mail kanshin@town.fujikawaguchiko.lg.jpお問合せ

「富士河口湖冬物語」として、冬場の観光イベントをPRしています。

富士急行・富士宮市と連携し、町内の西側エリアの活性化に取り組んでいます。

　主に１２月～３月までの期間は日本国内の観光客の足が遠の

くシーズンのため、誘客促進事業として「富士河口湖冬物語」を

実施し、冬場の観光イベントや魅力をＰＲしています。ＰＲするイ

ベントとしては、冬花火や樹氷まつりといった大規模なイベント

に加え、住民団体や観光施設で個別に実施するイベントや企画

も発信しています。外国人観光客が急増する中、普段何気なく見

ている景色や文化が注目され、大きな観光資源になる可能性が

あるため、様々なニーズを視野に入れた情報発信は効果的であ

ると考えられます。そうした状況を踏まえ、今年は日本語の他に

も英語・中国（簡体字・繁体字）・タイ語の５種類のパンフレッ

トを作成し、町内観光施設等で配布しています。また、ウェブ上

での情報発信として、Ｆａｃｅｂｏｏｋページやウェブサイトも活用

しています。パンフレットは、町役場観光課で配布しています。また、冬物語ウェブサイトや Ｆａｃｅｂｏｏｋページは「富

士河口湖総合観光情報サイト」からリンクしています。

　河口湖・西湖エリアに比べ、精進湖・本栖湖エリア

は公共交通機関を利用した観光客の回遊が少ないと

いう課題があります。そのため、このエリアの活性化

を目的として、富士急行と静岡県富士宮市と協力して

連絡会議を立ち上げ、富士宮市北部から富士河口湖

町西部にかけての、国道１３９号線を軸として様々な

取り組みを行っています。

　具体的には、エリア内の自然や歴史、眺望等の観

光資源をそれぞれ「物語」として紹介しているパスポ

ート（パンフレット）を発行し、ウェブサイトとあわせ

て情報発信を行っています。また本事業と連携して、

エリア内のバスが２日間乗り放題になる割安な「富士山西麓バス周遊きっぷ」を、富士急行が発売開始しました。この

周遊きっぷには、エリア内の飲食店・土産物店等で割引を受けられる「プレミアムパスポート」がセットになっており、

観光客の方がエリア内でバスを乗り降りし、飲食や観光を楽しんでいただくことをねらいとしています。

　これらの取組みは来年度以降も継続して行い、さらなる企画の発展や、エリアの活性化を目指していきます。
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男女共同参画推進委員会だよりふじサンサン

渡
辺
　
克
美

ビ
ツ
ク
リ
　
ポ
ン
！

　
先
日
、
一
泊
の
ツ
ア
ー
旅
行
に

行
っ
た
時
の
こ
と
。
驚
い
た
こ
と

が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
男

性
客
が
多
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、

ツ
ア
ー
の
添
乗
員
が
女
性
、
車
掌

は
、
男
性
、
運
転
手
が
女
性
。
私

は
、
普
段
話
か
け
な
い
添
乗
員

や
、
運
転
手
に
話
し
か
け
、
面
白

く
和
や
か
な
車
内
と
な
り
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
に
着
い
て
食
事
の
と

き
、
給
仕
係
り
が
男
性
で
、
一
緒

に
行
っ
た
仲
間
た
ち
と
、
い
ろ
い

ろ
注
文
し
て
ワ
イ
ワ
イ
と
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
次
の

日
の
朝
市
で
は
、
若
い
男
性
の
売

り
子
が
い
て
、
連
れ
合
い
も
そ
こ

か
ら
た
く
さ
ん
お
土
産
を
買
い
ま

し
た
。
飲
ん
で
、
食
っ
て
、
歌
っ

て
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
男
女

の
役
割
が
、
以
前
と
変
わ
っ
て
ビ

ッ
ク
リ
　
ポ
ン
！
で
し
た
。

　
男
女
と
も
に
垣
根
を
取
り
払

い
、
一
緒
に
働
い
て
男
女
共
同
、

一
緒
に
遊
ん
で
男
女
共
遊
、
飲
ん

で
、
食
っ
て
、
歌
っ
て
、
子
供
や

孫
と
一
緒
に
と
も
に
楽
し
む
共

楽
、
子
供
や
孫
と
一
緒
に
生
活
す

る
共
生
、
そ
ん
な
共
同
が
、
こ
れ

か
ら
も
続
く
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
花
を
育
て
る
会
」
は
、
今
か
ら
四
十
年
位

前
「
花
ト
ピ
ア
推
進
会
」
と
い
う
名
前
で
、
花
の
好
き
な

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
一
昨

年
は
、
先
輩
た
ち
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、
富
士
山
自
然

環
境
美
化
推
進
に
貢
献
し
た
と
言
う
事
で
、
「
公
益
財
団

法
人
富
士
山
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
か
ら
表
彰
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

事
が
で
き
た
ら
、
町
が
き
れ
い
に
な
っ
た
ら
と
、
船
津
、

小
立
、
河
口
、
大
石
地
区
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
花
植
え
、
草
取
り
、
花
壇
の
手

入
れ
を
一
時
間
か
ら
二
時
間
く
ら
い
か
け
て
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
初
め
て
八

木
崎
公
園
に
ビ
オ
ラ
を

植
え
ま
し
た
。
散
歩
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
時
、

皆
さ
ん
の
目
に
留
ま
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。
秋

に
は
、
親
睦
を
兼
ね

た
、
楽
し
い
研
修
旅
行

が
あ
り
ま
す
。
花
の
好

き
な
方
、
私
た
ち
と
一

緒
に
町
を
花
で
い
っ
ぱ

い
に
し
ま
せ
ん
か
。
い

つ
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
連
絡
先
　
古
屋
　
欣
子
　
℡
７
２-

２
５
４
２

「
花
を
育
て
る
会
河
口
湖
支
部
」の

　
　
　
　
　
　
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

古
屋
　
欣
子

女
連
協
だ
よ
り

女
連
協
だ
よ
り

　今年は昨年度シナリオコンクールグランプリ作『春待ちかぼちゃ』の初公開に加え、これま
で製作した全てのオリジナル作品の上映、また人気作の上映やトークゲストも予定しています。
　●日時／平成29年2月25日・26日
　●場所／勝山ふれあいセンター(さくやホール)
　●問い合わせ先／文化振興局72-5588（火曜日休み）／観光課72-3168（土日曜日休み）

第10回 富士山・河口湖映画祭 開催決定！

9：30～
11：30～
13：30～
14：50～
15：30～
16：10～
17：10～

ヒックとドラゴン
再生～霊峰富士に抱かれて～
春待ちかぼちゃ（舞台あいさつ）
湖の中の観覧車
小さな大きな富士山と
いつか見る富士山
サブちゃん

10：00～
10：45～
11：30～
13：00～
14：45～
17：25～
19：35～

鐘楼のふたり
ジョフクの恋
ブーケ～a bouquet～
ペット
東京家族
海よりもまだ深く
春待ちかぼちゃ（アンコール）

26日(日)25日(土)
上映スケジュール（予定）
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TEL 72-6053　 FAX 73-1358
みんなの教育委員会  生涯学習課

 
○時間帯：月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
○場　所：中央公民館1階
○対　象：お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方

「困っていること悩んでいること相談してみませんか」教育相談の御案内 連絡先
富士河口湖町立教育センター

 TEL８３－３０２２
E-mail

ed-center@kawaguchiko.ne.jp

……… ………

教育センターだより

第10回（最終回）「富士山の近代化と観光登山」“交通網の整備と観光の発展”
　江戸時代までの幕藩体制が終わり、明治時代を迎えると日本は欧米の文化を取り入れ、殖産興業の動きが活発となります。イギリ
スの鉄道の技術を受け入れ、国内には様々な路線が整備されて行きます。厳しい自然地形を土木技術で克服し、江戸時代までの交
通体系は大きな変革を迎えます。その変革の波は富士山麓にも及びました。富士山への信仰登山の要素に観光登山の要素が加わっ
て行く過程を交通網の発展とともに考えましょう。

日　時：平成２９年2月１5日（水曜日）　午後７時～午後９時
会　場：富士河口湖町中央公民館　２階　視聴覚室　講師：杉本悠樹（文化財担当）
参加費用：無　料（申込み不要・どなたでも参加できます）　　
定　員：40名　１回の講座のみの受講もできます。
※内容、会場（部屋）は都合により変更になる場合があります。ご了承ください。
※講座開催予定時間に大雪警報が発令されている場合は、開催を翌月に順延いたします。

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

「富士山 ～地域の誇り・世界の宝～」

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

富士河口湖町スポーツ推進事業富士河口湖町スポーツ推進事業富士山
総合型

地域スポーツクラブ

クラブクラブ

富士山富士山
大人のプログラムも体験受付中です！

申込方法 メールにてお申込み下さい。
①氏名（ふりがな）　　②現在の学年　　③保護者携帯番号

申 込 先 総合型地域スポーツクラブ　
クラブ富士山　☎0555-72-4772

club223@lcnet.jp

http://www.town.fujikawaguchiko.lg.jp

　町の庁舎駐車場に立つと、庁舎の上に厚く雪におおわれた真っ白な富士の頭が見え、すぐ手前には、見事な緑の松に雪吊りとしゃれた
胴巻で冬の装いです。季節の節目である節分、春の始まりを告げる立春とは言え、厳しい寒さはこれからが本番です。
　けれども、春は確かにすぐそこまで来ています。中央公民館のＡＴＭ近くの大きなこぶしの木が枝をいっぱいに広げて堂々と立っていま
す。見上げると、こぶしの花の蕾がかわいらしくふくらんでいるではありませんか。ちゃんと春が近いことを知っているのです。
　子ども達も、春を待ちわびています。今の自分よりもステップアップした姿を見せたいと思っています。周囲の大人
も親も、子ども達に「こうなってほしい。ああなってほしい。」という願いや夢もふつふつと湧いてくるのではないでし
ょうか。互いの思いがうまく合うと大きなパワーになって、前へ前へと進んでいくことでしょう。その反対に、うまくか
み合わず、どうしたらよいか困ってしまう事もあるでしょう。また、誰にでも話せることではないこともあります。
　ひとりで悩まず、子ども達が良い方向に進めるように一緒に考えさせてください。教育センターの教育相談では秘密
厳守で相談にのっています。

確認のため返信いたしますので必ずドメイン解除をお願いします。
返信できない場合は無効となりますので予めご了承ください。

☆1時間の中でいろいろな種目を体験しよう（各種目15分程度）
クラブ富士山　子どもプログラム体験会

3月1５日（水） 17:00～18:00（受付16:45～） 町民体育館
年中児～小学5年生　定員/20名　　持ち物/上履き、飲み物　　　参加料/500円

☆体験会終了後入会手続きが可能です。 18:15～19:00（当日のみ）

なんでもキッズ・ジュニア（ニュースポーツ）　　運動発達教室（マット運動や様々な動きを習得します）
運動が楽しくなる陸上教室（走・投動作）

期　間：平成29年2月5日（日）から　毎週日曜日を基本として開催　
　　　　午後2時～5時　
場　所：富士河口湖町生涯学習館（図書館）学習室
対　象：電気主任技術者第3種国家試験受検者（高校生以上）

定　員：10名程度（最低実施人数3名）　　　　 
参加費：必要なテキスト代のみ受講生負担
講　師：長山　和男先生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申込み：生涯学習課　72-6053

電気主任技術者第三種国家試験受験講座電気主任技術者第三種国家試験受験講座
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みなさんのやる気を応援します!

生涯学習課　℡72-6053※毎週日曜日は休館日です。土曜日は利用予約がない場合は閉館しておりますのでお問い合わせ下さい。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

男女共同参画推進事業男女共同参画推進事業

申し込み締切日　２月１５日（水） 申し込み締切日　２月２４日（金）

あなたも3Ｂ体操を始めませんか？
ボール・ベル・ベルターの用具を使って誰にでもできる体操です。一般的な健康づくりの体操との大き
な違いは「遊びの要素」を取り入れている点です。用具を使って音楽に合わせて行うので、運動の苦手
な方・初めての方でも体に無理なく、どなたにも楽しんでいただけます、お誘いあわせご参加ください。

3Ｂ体操　無料体験講座

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中央公民館ロビー展示

申し込み・問合わせ先

自然の植物の力で、身体の不具合を改善しよう！
ケアラーズカフェ

介護者のためのカフェを開催します。
～薬膳の力・よもぎ蒸しの力・アロエベラの力～

誰もが自分らしく安心して暮らせる富士河口湖町の実現を目指して、
男女共同参画に関する意識の向上を図りたいと思います。

ボランティア作品展（ポスター・作文） 富士山自然保護大賞ジュニア入賞作品展
　　　　2月18日(土曜日）～2月28日（火曜日）12:00 まで展示期間 　　　　2月21日(火曜日）～3月2日（木曜日）12:00 まで展示期間

女性の活躍支援講座

　男女共同参画推進委員会では、高齢者や障がい者を介護してい
る方が、ほっと一息ついて介護の悩みや疑問を語り合ったりしてリ
フレッシュできるお手伝いをします。当日は介護福祉士の方がご相
談に応じます。

　中央公民館を利用しているサ
ークルの発表です。地域の皆さ
んも参加し、一緒に一日楽しみ
ませんか。

　日頃介護している方に気軽にゆったりと過ごして頂く機会を用意
しました。介護の悩みや疑問の他に介護に関する情報を得られる
地域の支え合いの場です。気軽にお越しください。

　子育ての中で生まれる、大変なこと楽しいこと、気軽に話し合ってみませんか♪
みんなでまあるくなって話せば、心も不思議とまんまるに♪
　今年度最後のまんまるカフェです。初めての方もお待ちしております！

☆おそれいりますが事前にお申し込み下さい

富士河口湖町生涯学習課　男女共同参画係　☎７２－６０５３

まんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェ

日　時：3月8日(水)　10:30～13:00　　　　　
場　所：子ども未来創造館
対　象：お子さんのいる保護者の方15名（3名以上で開催）
　　　　（お子さん連れの参加・保護者の方のみの参加どちらも大歓迎です。）
講　師：家庭教育支援チーム「ラ・ペジブル」の皆さん
持ち物：お子さんに必要なもの、お弁当（注文可能）
参加費：お弁当が必要な方は500円（お弁当持参OK）
申込み：3月6日（月）まで　　ＴＥＬ72-6053

中央公民館まつり第3回

日　時：３月4日(土)　
　　　　午前１０時 ～ 午後３時まで
場　所：富士河口湖町中央公民館
内　容：公演（落語ほか）・展示・芸能発表・
　　　  体験コーナー
　　　   昼食はうどんとカレーを販売予定です。

自 彊 術自 彊 術

場　所：富士河口湖町中央公民館
　　　　　　　  または交流センター
日　時：木曜日（月３回）
　　　  10：00～11：30
服装・持ち物：気軽に動けるズボン・
　　　　　　  体操着、バスタオル

健康づくりの自彊術に
ご参加してみませんか

公益社団法人自彊術普及会富士北麓支部
中伝指導員　神戸昭子

連絡先（阿部）　080-5657-8695

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

富士河口湖町男女共同参画フォーラム2017
☆日　時：３月５日（日）午後1時～午後3時30分　　　　  ☆場　所：富士河口湖町勝山ふれあいセンター さくやホール
＊最優秀川柳・標語・短歌・カジダン・イクメン写真ギャラリー賞 表彰（優秀作品については、当日展示いたします。）
＊男女共同参画推進委員会 活動発表　　　　　　　　     ☆講　演：UTY アナウンサー　小田切いくみ　さん

☆日　時：２月２６日（日）　午後２時～午後３時
☆場　所：富士河口湖町中央公民館　和室　
☆参加費：無料　
☆内　容：

・薬膳マイスターによる体質チェック　薬膳スープ試食有り
・バスタオルと洗面器で簡単冷え取り　よもぎ蒸し体験有り
・１０年後も健康でいるための予防講座
・「アロエベラ」ってこんなにスゴイ！アロエベラ切り身試食有り

内 容

☆日　時：２月１８日(土)　午後１時３０分～３時30分
☆場　所：勝山ふれあいセンター　工作室
☆講　師：「とめ茶ｃａｆｅ」代表　白壁富子さん
　　　　　（薬膳コーデイネーター・漢方マイスター）　　　　　　　　
☆材料費：５００円
☆持ち物：洗面器、バスタオル　　　　 
☆定　員：２５名

どなたでも来場いただけます。

対　象：40代～70代の男女
日時・場所：各2回（1回の参加でも歓迎）
　　　　　【小立福祉センター大広間】3月14日（火）・28日（火）　
　　　　　【船津地区公民館視聴覚室】3月15日（水）・29日（木）
時　間：午前10時～11時30分
講　師：（公社）日本3Ｂ体操協会山梨支部　相川慶子・大森なな子
参加費：無料
持ち物：動きやすい服装・汗拭きタオル・飲み物（水）
お問い合わせ：090-7818-5856（大森）
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☆乳幼児対象☆☆小学生対象☆ ☆どなたでも☆

☆乳幼児対象☆

福祉推進課発!!つどいの広場
「つどいの広場」は就学前の親子があつまる場で
す。子ども同士遊んだり、親同士おしゃべりをし
てストレスを解消しましょう。遊びの時間、身体測
定、相談など、お気軽にご利用ください。また、今
年度より妊活中ママや妊婦さん、産後ママのため
の助産師相談が始まります。基本毎月第1金曜日
13:00～15:00です。お気軽にどうぞ！
日時：毎週月・水・金　9:00～12:00　1:00～3:00
※子育て相談・栄養相談・助産師相談・お誕生会も実施
　相談・イベント等の日程についてはカレンダーでご
　確認ください。　　
　  お問い合わせ：福祉推進課 ☎72－6028

おやこの日

からだの日

読み聞かせの日

2月2０日(月)
親子ストレッチと女性の為のトレーニング
2月２2日(水)
「素敵な体幹を育てよう」をテーマに
 プチトレーニング
2月17日(金)
司書さんおすすめの絵本の紹介

　わらべうた、絵本の紹介とベビーマッサージ
体験で赤ちゃんとの癒しのひと時を♥
日　時：2月１6日(木)　1：30～2:30
対　象：0歳親子（ハイハイ前まで）
持ち物：バスタオル　申込み・参加費：なし 

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場
（さくやホール）

（さくやホール）

(テーマ：
  お母さんの
　　心の健康）

つどいの広場

リトミック

マムベビー

育児学級
(おやこの日) つどいの広場

(お誕生会)

つどいの広場
(ひなまつりかい)

親子ふれあいB

親子ふれあいB 親子ふれあいA

親子ふれあいA

funfunくらぶ
(脳トレ)

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

おもちゃ病院

おもちゃ病院

(読み聞かせの日)

(PM助産師相談)

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山
　キラキラビクス

クラブ富士山バレエ

ＡＭプラレール

ＡＭプラレール

ＰＭつみき

ぷち相談会

児童クラブ申請締切

ワイワイくらぶ

てとて
　～te to te～

将棋教室
  (１時～３時)
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○いずれも11：００スタートです○
♪月・水・金以外もプレイルームは自由に遊べます♪

休館日

休館日

休館日

脳トレ2016脳トレ2016脳トレ2016

ひなまつり会ひなまつり会ひなまつり会

つどいの広場
(からだの日)
つどいの広場

こどみらマムベビーこどみらマムベビーこどみらマムベビー

つみきパークつみきパークつみきパーク

6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17

11

18

2019 21 22 23 24 25

2/5

2726 28 2 3 43/1

平成29年 2月15日～3月4日の予定表
日 月 火 水 木 金 土

funfunくらぶfunfunくらぶ
　おもしろいプリントやクイズで脳を鍛えるの
が脳トレです。今年度の脳トレもあと2回！どん
どん挑戦しよう！
日　時：2月18日(土) １：００～３：００
　　 　【時間内に自由に来てね】
申込み：定員：参加費：持ち物：なし

　富士河口湖高校第11期生同窓会の皆さんか
ら寄贈された大量のつみきで思いっきり遊べる
時間です！！　高くつむ？広くならべる？
創造力で無限大に遊べます∞
日　時：２月５日(日) 1：００～３：0０
参加費：定員：申し込み：持ち物：なし　

つどいの広
場と

合同企画
つどいの広

場と

合同企画

問い合わせ先　☎72-6053

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動して下さい。
※館内ではゲーム機・カードゲームを使って遊ぶこ
　　とができません。ご理解・ご協力をお願いします。
※教室・イベントに参加していただいた写真をお便
　　り等に掲載させていただくことがあります。
　　ご了承下さい。
　公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の
　　電話を使用することが出来ます。気軽に声をか
　　けて下さい。

✆

☆12時から1時までは閉館です☆

月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間

親子ふれあい教室のため、
2/14&28（火）の午前中は、
プレイルームの一般利用は

できません。
ご協力をお願いします。

日　時：３月１日(火)＆１０：００～１０：４５
申込み：参加費：なし　持ち物：のみもの
対　象:Ｈ２６．４．２～Ｈ２７．４．１生まれ
内　容：リズム遊び・廃材おもちゃ作り・
　　  　育児のプチ情報・読み聞かせなど

つどいの広場の時間をお借りして、
家族のためのリフレッシュタイムを
お届けします。

（AM：プレイルームは
　　　　使用不可）

（AM：プレイルームは使用不可）

平成2９年度
児童クラブ登録について
　子ども未来創造館では、原則として放課
後や学校休業日に、就労などにより家庭に
保護者がいない児童を対象とした『児童クラ
ブ登録児童』（定員40名）を募集します。　
　登録審査をさせていただくため、必ず申
請書を受け取り、期限厳守【2月末まで！】で
提出して下さい。また、H27年度より有料と
なりましたのでご了承ください。

＊申請についての詳細は、『こどみらだよ
　り２月号』をご覧ください。

　女の子の成長を祝うひなまつり♥春の訪れを
感じながら男の子の成長もお祝いします。
手遊び・制作・こどみらスタッフによる名（迷）
作など「かわいく！華やかに！」をモットーに愉
快なプログラムを用意してお待ちしています！

日　時：3月3日（金） １１：００～
定　員：参加費：申込み：なし

　活動期になる2歳を迎える親子に贈るお楽し
みの時間です。月に一回行いますので対象の方
はぜひどうぞ☆  【本年度からの新企画です】

てとて～te to te～てとて～te to te～てとて～te to te～

２月１１・１２・２６日
＜休館日＞
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生涯学習館生涯学習館生涯学習館
開館時間　平日 9:30～19:00/土・日   9:00～17:00

毎週月曜日休館　
11日(土)は、祝日、28日(火)は、
館内整理日のため休館になります。

l ibrary@fujikawaguchiko.ed.jphttp://www.fuj ikawaguchiko.ed.jp
0555-73-1212　　　0555-73-1358生涯学習館問い合わせ

◎本館読み聞かせ◎◎本館読み聞かせ◎

2月21日（火）うさぎのおやこ
2月14日（火）ブラウンベア(えいご)

2月18日（土）
2月25日（土）

エトワールの会
パパのえほんタイム

●幼児～小学生低学年対象〈13:30～〉

●0・1・2・3歳対象〈10:30～〉

各図書館のおはなしくらぶ各図書館のおはなしくらぶ
2月の予定

大石・河口

上九一色

21日　河口3時5０分～
　　　  大石４時４５分～

16日　３時３０分～

火・木曜日

月～金曜日

午後3時～6時

午前8時30分～5時

分館 読み聞かせ 開館日 開館時間

（12時～1時は閉館）

P

小学生までのお子さんが　　 のある講座に参加すると、おはなし王国へのポイント年間合計に1講座２ポイント加算されます。　P

※課題本は図書館で用意いたします。

日　時：１２月２４日（土） 午後２時～

場　所：生涯学習館　学習室１

課　題：「柳橋物語」山本周五郎 著

※課題本は図書館で用意いたします。

第120回読書会第120回読書会第120回読書会
1冊の本から見える、いろんなキモチ。

日　時：２月２５日（土） 午後２時～

場　所：生涯学習館　学習室１

課　題：「蝉しぐれ」藤沢 周平 著

☆今月の一冊☆☆今月の一冊☆

『クシュラの奇跡』140冊の絵本との日々著『クシュラの奇跡』140冊の絵本との日々著

　絵本は子どもが最初に出会う本、生涯本を好きになる

かどうかを決定づけてしまう程の影響力を持つと言われ

ます。この本は生後まもなく体の異常が発見され重い障

害を持つ子どもに深い愛で絵本の読み聞かせをした記

録です。子どもにどんな変化が表れるか是非読んで感動

を味わっていただきたい本です。

ドロシー・バトラー//著　百々佑利子//訳　のら社

バレンタインバレンタインバレンタイン
～あの人にチョコを贈ろう～

展示
　２月１４日は、バレンタインデー。大好きなあの人に手

作りチョコを贈ってみてはいかがですか？

チョコレートの本、恋愛の本など展示して

います。

子どもの本
 1 .『もこもこもこ』谷川俊太郎//作

 2 .『はらぺこあおむし』エリック＝カール//さく

 3 .『ももたろう』松居直文//文

 4 .『バムとケロのおかいもの』島田ゆか//作

 5 .『ねないこだれだ』せなけいこ//さく・え

 6 .『たまごのあかちゃん』かんざわとしこ//ぶん

 7 .『バムとケロのさむいあさ』島田ゆか//作・絵

 8 .『てぶくろ＝ウクライナ民話』エフゲーニ・ラチョフ//え

 9 .『ノンタンぶらんこのせて』おおともやすおみ//作・絵

10.『ノンタンほわほわほわわ』おおともやすおみ//作・絵

生涯学習館人気貸出ランキング２０１６生涯学習館人気貸出ランキング２０１６生涯学習館人気貸出ランキング２０１６生涯学習館人気貸出ランキング２０１６

『祈りの幕が下りる時』東野圭吾著
『世界から猫が消えたなら』川村元気著
『嫌われる勇気』岸見一郎著
『大人服のおしゃれセオリー』石田純子著
『６４』横山秀夫著
『山女日記』湊かなえ著
『下町ロケット』池井戸潤著
『おかずとごちそう』野口真紀著
『海賊とよばれた男　上巻』百田尚樹著
『旅立ノ朝』佐伯泰英著

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10. 

『THE　BEST』ＡＩ
『evergreen』秦基博
 『DREAM COME TRUE THE BEST！』DREAM COME TRUE
『葡萄』サザンオールスターズ
『ALXD』Alexandros
『Secret　Collection～GREEN～』西野カナ
『Love　Collection～mint～』西野カナ
『火花』堤真一‖朗読
『Ｊａｐｏｎｉｓｍ』嵐
『なんだこれくしょん』きゃりーぱみゅぱみゅ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10. 

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10. 

一 般 ＤＶＤＣ Ｄ
『トムとジェリー火星へ行く』
『学校の幽霊 1』
『よりぬき！ちびまるこちゃん』
『まじめにふまじめかいけつゾロリ』
『ちいさなプリンセス　ソフィア』
『スポンジ・ボブ』
『千と千尋の神隠し』
『ぼくもなかまだハロルドとバーティー』
『グレッグのダメ日記』
『きかんしゃトーマスとなかまたち』
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～富士河口湖在宅医療推進協議会から～
医療ソーシャルワーカーってどんな人？

  医療ソーシャルワーカーとは、一言でいうと病院などに勤務し、
患者さんやその家族が抱える悩みを聞き解決するお手伝いをする

相談援助職です。

・介護保険サービスを利用したいがどうしたらよいか分からない　　　　　
・施設入所を考えたいがどんなところがあるか教えてほしい
・治療費の支払いが心配 
・介護や医療が必要になっても最期まで住み慣れた自宅で暮らしたい　　など・・・

☆どんなことを相談できるの？

始業：申し送り
　　  医療ソーシャルワーカー間で前日行った活動の報告、情報共有を行います。
A M：①入院中の患者さん、家族との面談
　　　  入院前の生活の様子、家屋状況、現時点での退院後の意向など確認します。
　　  ②医師や看護師、リハビリスタッフと話し合い。
　　　  面談で得た情報をスタッフ間で共有し、連携しながら支援を行います。
PM：①リハビリ病院への転院希望の患者さんと面談
　　　  資料を用いながら各病院の紹介を行い、申し込みまで行います。
　　  ②自宅退院が近い患者さんの退院カンファレンス。
　　　 患者さん、家族、ケアマネージャー、訪問看護師、デイサービス、ヘルパーなどを
　　　 病院に迎え、退院後の生活について話し合います。
　　  ③整形外科カンファレンス
　　　  整形外科入院中の方の治療方針やリハビリ内容、今後の方向性を協議します。

医療ソーシャルワーカーのとある一日

山梨赤十字病院の
医療ソーシャルワーカーの紹介

山梨赤十字病院相談窓口の場所

・当院には3名（初鹿野、傘木、土屋）の医療ソーシャル
　ワーカーがいます。
・入院後、支援が必要な患者さんや家族に対して声かけ
　させていただきます。
　また、ケアマネージャーや行政から連絡を受けた場合
　も関わっていきます。
・入院後すぐに今後の生活について考えることができな
　い場合もあると思いますが、まずは病院内に相談窓口
　があることを知っていただき、困った時に立ち寄って
　いただければと思います。

相談窓口は正面玄関入ってすぐ右手にある地
域医療連携室です。
平日8時半～17時までとなっています。

お気軽にご相談ください。

富士河口湖町在宅医療推進協議会委員　
山梨赤十字病院　ソーシャルワーカー　初鹿野　美穂

　　　 
　　 

　　　
　　  ③整形外科カンファレンス
　　　 

レ
ン
ト
ゲ
ン
室

病 

棟

検
査
室

中庭

らせん階段らせん階段

総合受付

正面入口

公衆
電話

検査室

地域医療
連携室
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平成２９年４月より
介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）が

はじまります。        
 

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）とは…

問い合わせ先：富士河口湖町役場 健康増進課 72-6037

Part2

　　　   は平成２９年１月号
広報を参照してください。
Part1

＊現在、要支援１・２の方で、訪問介護（ヘ
　ルパー）または通所介護（デイサービス）
　のみを利用されている方については、
　担当ケアマネージャーが後日変更点に
　ついて詳しく説明させていただきます。

利用までの流れ

① 新規でサービスを利用する方
② 要介護・要支援認定の更新を迎えた方の
　 うち右枠の対象にならない方
③ 第2 号被保険者（40～64 歳）

更新時に要支援1・2 で介護予防訪問介護、
介護予防通所介護のみを利用していて、
今後も同様のサービスを希望する方

要介護認定申請

要介護認定

認定調査

要介護
１～５

介護サービスを
利用

介護予防サービスを利用

居宅介護サービス計画
の作成

（居宅介護支援事業所）

介護予防サービス計画の作成
（介護予防支援事業所等）

非該当
（自立）

非該当
（自立）

生活機能が
低下している方

介護予防・生活支援
サービス事業対象者
（事業対象者）

介護予防・生活支援
サービス事業を利用

一般介護予防
　　　　　事業を利用

・訪問型サービス
・通所型サービス
・生活支援サービス
　　　　　　…など

・筋力アップ教室
・元気はつらつ教室
・脳若トレーニング
　　　　　　…など

介護予防ケアマネジメントの作成
（地域包括支援センター等）

介護予防・日常生活支援総合事業

自立した生活が
送れる方

要支援１
要支援２

医師の意見書

基本チェックリスト

介護保険

　団塊の世代の人が７５歳以上になる２０２５年に向けて一人暮らし高齢者、高齢者夫婦のみ世帯、認知症高齢が
増加していくことが予想されます。高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう地域全体で高齢者を支え、
高齢者自身も自らの持つ能力を最大限に生かして要介護状態となることを予防することが
大切です。その仕組みとして、介護保険制度において、介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業が）創設されました。
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『理解促進研修・啓発事業』
健康科学大学　健康科学部　福祉心理学科　古川　奨

思いを大切にした生活へ

成年後見制度で注意が必要な場面

本人の意思の尊重

どれか一つの制度・政策さえ利用していれば、すべてに対応できているということはありません。様々な

制度・政策を上手に利用できるように、信頼できる方を見つけ、必要な情報を受け取れる自分のネットワ

ークをしっかりっと作っていきましょう。

　自分らしい生活を支えるキーポイントに意思決定という言葉があります。意思決定では、一人ひとりの「意思」、
「考え」、「気持ち」を大切にし、相手を生活者として捉え、尊重することを大切にします。昨年より紹介してきた成年
後見制度と、今回の意思決定というキーポイントがどのように支え合うことができるのか、様々な観点から、健康科
学大学の鷲野明美先生と考えてみました。

　数回にわたり、判断能力が低下している方への支援と

して成年後見制度を紹介してきました。成年後見制度を

使うことにより認知症、知的障害、精神障害等を抱えた

方が不利益な契約に巻き込まれることのない、また、財

産管理等で戸惑うことのない安心した生活をサポートす

ることができます。ですが、この制度だけで一人ひとりの

思いを大切にした生活をサポートするには、まだまだ力

不足な点がたくさんあります。本人の生活を守るために成

年後見人等は、一生懸命相手を理解し、その方が望む生

活のためにサポートを行っています。しかし、相手の全て

の想いを理解し、受け止めているはずだという思いが先

行してしまう場合もあります。どんなに重度の障害を抱え

ている方であっても、必ず「意思」、「考え」、「気持ち」

があり、それは日々変化するものです。さらに言うのであ

れば、この「意思」、「考え」、「気持ち」といった一人ひと

りの思いが満たされなければ、本人らしい生活とは言え

ないでしょう。だからこそ、「お互いに理解し合う時間を

確保すること」、「周囲の方も含めてのやり取りも行うこ

と」が大切になります。「判断能力」と、「意思」、「考

え」、「気持ち」等の「本人の思い」は別のものであると

いう視点が障害者支援では重要になります。

　制度を利用することにより制限されること、この制度

だけでは対応できない事柄もあります。その点について

お伝えします。

①事実行為は成年後見人等の役割ではありません

成年後見人等の業務は契約等の法律行為であり、たとえ

ば、食事、排泄、入浴、着替え、買い物、外出に関する介

助等の事実行為は成年後見人等の業務ではありません。

⇒家族が行ったり、本人ないしは成年後見人等が障害福

祉サービス事業者等に相談し依頼しましょう。

②医療同意、身元引受は成年後見人等の役割ではあり

ません

　検査、投薬、注射、麻酔、手術等の際の同意（医療

同意）に関しては、成年後見人等の権限が及ばないこと

とされています。また、病院への入院や福祉施設への入

所の際の身元引き受けも成年後見人等では行うことが

できません。

⇒これら医療同意や身元引受に関しては、家族および親

族が行う必要があり、そのような人がいない場合には、

病院、施設、成年後見人等と相談しましょう。

　判断能力が低下しているからといって、その人がどの

ように生活していきたいのかといった希望がないわけで

はありません。先程述べた「意思」、「考え」、「気持ち」

には、「自分のことは自分で決めたい」「希望をかなえた

い」という思いも含まれます。これらは、判断能力が低下

しているかどうかに関わらず、みんなが持っている思い

ではないでしょうか。成年後見制度を活用する場合であ

っても、代行決定が中心になりがちですが、その人の思

いや希望を尊重しながら、それがかなうよう支援する必

要があります。

　この富士河口湖町で障害者福祉を今後より充実させ

ていくためには、成年後見制度を正しく理解し、代行を

中心としたサポートばかりではなく、制度を利用する方

が自分の思いを語ることのできる環境をつくり、意思決

定に重きを置いたかかわりを持つことが必要となります。

そのためには、後見人の存在はとても大きく、それに加

え、それまでに関わりを持ち、本人の思いを大切に聞き、

理解している方、家族も含め、その人を支援するメンバー

が協力し合い、理解し合うネットワークを作ることが、本

人の意思を尊重した生活を支える環境づくりにつながっ

ていくのではないでしょうか。
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２
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２
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Ｆ
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電
　
話
　
０
５
５-

２
５
２-

０
１
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
５-

２
５
１-

３
３
４
４

　
■
申
込
締
切
日…

平
成
29
年
２
月
14
日
（
火
）

　
高
齢
者
作
品
展
は
、
県
老
連
富
士
北
麓
ブ
ロ
ッ
ク
７
市
町
村

（
富
士
河
口
湖
町
、
忍
野
村
、
西

桂
町
、
山
中
湖
村
、
鳴
沢
村
、
富

士
吉
田
市
、
道
志
村
）
が
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
忍
野
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
か
ら
も
多
数
の

作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
ご
観
覧
下
さ
い
。

　
■
開
催
日
時…

平
成
29
年
２
月
24
日(

金)

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
27
日(

月)

正
午

　
■
開
催
場
所…

忍
野
村
写
真
絵
手
紙
美
術
館
（
入
場
無
料
）

　
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会
で
は
、
「
山
梨

県
シ
ル
バ
ー
俳
句
大
会
」
を
５
月
19
日
（
金
）
か
ら
21
日
（
日
）

ま
で
山
梨
県
立
図
書
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
俳
句
の
募
集
を
行

い
ま
す
の
で
応
募
の
方
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
■
応
募
資
格…

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

　
■
応
募
方
法…

「
は
が
き
」
で
一
人
２
句
以
内

　
　
　
　
　
　
　
・
楷
書
で
漢
字
に
は
ふ
り
が
な

　
　
　
　
　
　
　
・
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

　
■
応
募
期
限…

平
成
29
年
３
月
３
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

　
■
応 

募 

先…
(

福)

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
４
０
０―

０
０
０
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
北
新
一
丁
目 

二 ―
 

十
二

　
■
問
合
せ
先…

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
振
興
課
（
岡
田
）

　
　
　
　
　
　
　
電
　
話
　
０
５
５-

２
５
４-
８
６
１
０

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
５-

２
５
４-

８
６
１
４

リ
フ
ト
付
き
自
動
車
貸
出
サ
ー
ビ
ス

『
富
士
北
麓
高
齢
者
作
品
展
』
忍
野
村
で
開
催

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
俳
句
大
会
俳
句
募
集

「
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
養
成
講
習
会
」
受
講
者
募
集

～災害を体験した方のエピソード～ 「一日前プロジェクト」

内閣府「一日前プロジェクト」　http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/　総務課防災係　℡７２－１１１２

―平成19年新潟県中越沖地震（平成19年7月）―　（柏崎市 40代 男性 会社員）

『「あ、地震だな」とは思ったけれど ～すぐに机の下にもぐるべきだった～』　

　休日出勤をして自分の席にいました。突然ガタガタガタっと揺れて、「あ、地震だな」とは思っ

たんですけれど、あそこまで大きくなるとは思っていなくて、そのまま椅子にすわっていました。

でも、そのうちどんどん揺れがでっかくなって、最後は机にしがみつくかっこうになりました。

会社として、前回の新潟県中越地震以降、避難誘導では、各自ヘルメットをかぶって、まず２階

のメンバーを集めて、一緒に下までおりて外の駐車場に避難するということになっておりまし

た。それで、当時２階にいたメンバーに、「ヘルメットをかぶって下におりるぞ！」と叫ぶのです

が、腰がぬけたのか、なかなか来ないんです。だんだん叫ぶ声だけ大きくなって、「もう！」って

いう感じで待って、そのメンバーと一緒に避難しました。

揺れている時間は結構長かったと思います。今思えば、落下物から身を守るためにも、すぐに机の下にもぐらないといけ

なかったですね。
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町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

さ
か
の
ぼ

と
な
り

か
ん
き
ょ
う

み
さ
き

し
た
が

う
ま
の

き
ょ
り

さ
と
み
や

か
つ
や
く

あ
り
が
た

と
う
で
ん

こ
う 

ろ

た
ど

た
た

い
に
し
え

ち
ょ
す
い
こ

み
ち
ば
た

じ
ょ
う

し
ょ
う

し
っ
ち
た
い

か

ゆ

ぶ
な
ん

こ

ち

ず

ち
ゅ
う
ふ
く

か
い
ぞ
う
じ

は
っ
く
つ

み

さ

か

じ

か

い 

じ 

り
つ
り
ょ
う
た
い
せ
い

か
く
り
つ

ぼ
ん
ち

と
う
げ

か
ご
さ
か
と
う
げ

か
ま
く
ら

む
ろ
ま
ち

り
ゅ
う
せ
い

ま
ち

な
み

さ
か

お
り

と
り
さ
か

か
み
あ
し
が
わ
み
ち

ば
と
う
か
ん
の
ん

せ
き
ひ

き
め
い

て
ん
ぽ
う た

い
し
ゅ
う

か

そ

し
か

な

こ 

ど
う

こ
ろ

み
さ
か
さ
ん
か
い

や
ま
み
ち

し
ゃ
さ
ん

こ

し
ん
り
ょ
う
ち

こ
く
し 

ら

う

の

し

ま

る

す

が

い

わ

ひ
な
ん

か

ざ
き

へ
ん
せ
ん

　

御
坂
山
塊
を
背
に
し
て
美
し
く
青
い
水
を
湛
え
て
い
る

河
口
湖
の
北
岸
を
行
き
来
す
る
生
活
道
路
が
古
道
と
言
わ

れ
た
頃
。

　

古
の
河
口
湖
に
は
水
路
が
無
い
た
め
大
き
な
貯
水
湖
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
北
岸
の
道
端
は
水
位
が
上

昇
す
る
た
び
に
湿
地
帯
と
化
し
た
。
然
る
に
北
岸
の
集
落

の
人
達
が
往
き
来
す
る
湖
畔
周
辺
の
生
活
道
路
は
無
難
な

山
の
中
腹
を
経
由
し
て
村
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
た
。

　

近
世
〜
近
代
の
古
地
図
か
ら
も
大
石
浅
間
神
社
に
面
し

て
東
に
位
置
す
る
海
蔵
寺
の
前
に
道
路
は
沿
っ
て
い
る
。

西
に
沿
っ
て
進
む
と
長
浜
村
方
面
へ
向
か
う
。

　

北
岸
か
ら
そ
の
先
を
訪
ね
る
と
古
代
か
ら
の
重
要
な
二

本
の
街
道
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
。
集
落
か
ら
は
土
器
も

発
掘
さ
れ
て
い
る
。

　

東
の
街
道
で
あ
る
「
御
坂
路
」
は
、
古
代
の
東
海
道
甲

斐
路
に
起
源
を
も
つ
も
の
で
、
現
在
の
国
道
一
三
七
号
の

原
形
で
あ
る
。
律
令
体
制
の
確
立
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
甲

府
盆
地
か
ら
御
坂
峠
を
越
え
て
河
口
を
通
り
、
浅
川
・
船

津
を
越
え
て
籠
坂
峠
を
経
て
東
海
道
の
本
道
と
合
流
す
る
。

　

中
世
に
は
、
鎌
倉
へ
の
軍
事
路
と
し
て
鎌
倉
街
道
（
往

還
）
に
継
承
さ
れ
、
室
町
時
代
以
降
に
富
士
登
山
が
大
衆

化
し
、
江
戸
時
代
は
富
士
山
信
仰
に
伴
う
道
者
の
通
行
・

寄
宿
に
よ
り
河
口
御
師
の
集
落
が
隆
盛
し
た
。
当
時
の
町

並
は
今
も
残
し
て
い
る
。

　

西
の
街
道
で
あ
る
「
若
彦
路
」
は
、
現
在
の
甲
府
市
酒

折
を
起
点
に
笛
吹
市
八
代
町
か
ら
鳥
坂
峠
を
越
え
て
同
市

芦
川
町
を
経
て
、
大
石
峠
を
越
え
て
大
石
の
湯
口
に
下
っ

た
。
古
道
に
面
し
た
道
沿
い
に
右
上
芦
川
道
、
左
長
浜
道

の
馬
頭
観
音
が
あ
る
、
石
碑
に
は
江
戸
後
期
の
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
と
記
銘
さ
れ
て
い
る
。

　

遡
っ
て
約
千
二
百
年
前
に
富
士
山
大
噴
火
で
溶
岩
が
広

い
範
囲
に
流
れ
た
後
は
、
御
坂
山
塊
の
西
北
に
向
か
う
大

嵐
方
面
は
、
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
に
進
路
を
閉
ざ
さ
れ
て
通

行
不
可
能
と
な
っ
た
。
迂
回
路
は
集
落
の
あ
る
大
石
村
を

経
由
し
て
東
側
の
河
口
浅
間
神
社
、
官
道
の
東
海
道
甲
斐

路
に
下
っ
た
。

　

そ
の
集
落
、
大
石
村
か
ら
隣
の
河
口
村
の
途
中
に
あ
る

長
崎
の
岬
で
は
湖
畔
の
平
地
が
確
保
で
き
な
い
地
形
で
あ

っ
た
の
で
生
活
道
路
は
湖
水
の
増
減
に
従
え
ば
湖
岸
に
沿

っ
た
道
を
用
い
た
場
合
や
多
く
は
中
腹
の
湖
を
見
お
ろ
せ

る
山
道
を
利
用
し
た
。
そ
し
て
河
口
村
の
広
瀬
に
存
在
す

る
「
馬
乗
り
石
」(※

)

近
く
に
辿
り
着
い
た
。

(※

「
馬
乗
り
石
」
・
甲
斐
の
国
司
等
が
河
口
浅
間
神
社
へ

の
社
参
の
折
り
、
神
領
地
の
手
前
で
馬
の
乗
り
降
り
に
用

い
た
と
言
わ
れ
る
。)

　

北
岸
か
ら
の
生
活
道
路
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
大
正
期

か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
湖
上
を
行
き
来
す
る
乗
合
船
の
発

着
所
が
湖
畔
の
前
浜
（
現
在
の
大
石
公
園
）
に
あ
っ
た
。

乗
合
船
は
手
漕
ぎ
舟
か
ら
発
動
機
と
変
遷
が
あ
っ
た
が
南

岸
の
小
立
、
妙
法
寺
下
、
船
津
浜
へ
多
く
の
人
と
生
活
物

資
が
運
ば
れ
た
。
鵜
ノ
島
の
西
に
対
岸
の
距
離
が
近
い
桑

崎
（
留
守
ヶ
岩
）
と
勝
山
村
の
里
宮
発
着
も
あ
っ
て
道

路
、
バ
ス
が
整
備
さ
れ
る
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃

ま
で
活
躍
す
る
有
難
い
地
元
の
生
活
航
路
で
あ
っ
た
。

　

明
治
期
の
大
水
害
を
期
に
湖
畔
の
村
々
の
対
策
か
ら
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
東
電
放
水
路
が
開
削
さ
れ
、
人

工
的
な
放
水
路
が
完
成
し
、
湖
の
水
位
調
整
（
減
水
）
が

可
能
と
な
り
、
湖
畔
の
平
地
に
安
定
し
た
生
活
道
路
が
確

保
で
き
た
。
そ
れ
ま
で
湖
畔
住
民
を
避
難
さ
せ
る
ま
で
に

至
っ
た
降
雨
に
よ
る
増
水
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）に

二
丈
四
尺
（
七
・
二
メ
ー
ト
ル
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
続
い

て
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
二
丈
八
尺
（
八
・
四

メ
ー
ト
ル
）
で
は
住
民
の
家
屋
の
被
害
六
七
戸
。
東
電
放

水
路
が
完
成
し
た
後
も
水
害
が
発
生
し
、
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
年
）
の
台
風
被
害
に
よ
る
約
三
メ
ー
ト
ル
の

増
水
で
低
地
で
あ
っ
た
湖
畔
の
生
活
道
路
と
周
辺
住
居
が

浸
水
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
た
な
放
水
路
が
整
備
さ
れ
、
水
位
の
調
整

が
進
展
し
て
お
り
、
北
岸
の
生
活
道
路
だ
け
で
な
く
湖
畔

の
一
周
道
路
に
人
と
車
が
多
く
行
き
交
う
環
境
が
完
成
し

た
。
こ
れ
が
遊
歩
道
、
信
号
機
が
確
保
さ
れ
た
今
の
生
活

道
路
の
姿
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

   　

（
文
化
財
審
議
会
委
員
　
流
石
朝
之
）

河
口
湖
北
岸
の
生
活
道
路
の
変
遷
に
つ
い
て

は
じ
め
に

河
口
湖
北
岸
の
古
道

河
口
湖
の
放
水
路

む
す
び
に

冨士御室
    浅間神社

河口湖

河口
浅間神社

道
山
登
口
津
船

道者道 道
室
御

大石峠 路
彦
若

）
路
坂
御
（
道
街
倉
鎌

淵坂峠

天神峠

●馬乗石

桑崎
里宮（宮の丸）●

大石

河口

長浜

大嵐
勝山 小立

船津

浅川

鵜ノ島

長崎

●海蔵
寺

●
社
神
間
浅
石
大

峠
坂
居
鳥
・
坂
鳥

鳴沢道

西湖

●
音
観
頭
馬

天神峠

路
彦
若

山道

●
寺
法
妙

＞
 ＜

＞ ＜

＞ ＜

＞ ＜

＞
 ＜

河口湖周辺の歴史の道
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Nature in and around Mount Fuji 

ご意見・ご質問は、TEL (FAX) ０５５５－２０－３５１０　自然共生研究室まで

船津胎内神社でテングコウモリが一時的に冬眠しました

西湖コウモリ穴で５４０頭以上のコウモリが確認されました

ショート・ニュースショート・ニュースショート・ニュース
○第５回「富士山自然保護大賞ジュニア」の入賞作品巡回展示を次の通り実施予定です。お近くにお越しの際は是非お立ち寄りいただ
　き、ご観覧頂ければ幸いです。
　1月10～27日富士宮市民文化会館、1月27日～2月10日富士市役所、2月11・12日ふじさんめっせ、2月12～20日御殿場市民交流セン
　ター、2月21日～3月2日富士河口湖町中央公民館、3月3～17日御殿場市富士山樹空の森、4月中旬～７月中旬環境省生物多様性センタ
　ー（予定）、7月中旬～10月中旬山梨県立世界遺産センター（予定）
○富士風穴の温度ロガーデータの回収を11月28日に行いました。また、この日から1月11日まで環境省から許可をいただき富士風穴周辺
　の3ヶ所にマレーズ・トラップを設置し、昆虫類の調査を実施しました。
○11月29日と12月5日に、2016年の春～夏に営巣したと思われるアカモズの古巣が計２個見つかりました。

　船津胎内神社では、過去にはウサギコウモリやキクガシラコウモリが夏から秋にかけて
利用したことが、前年の冬11月～1月15日にテングコウモリが一時的に利用したことがあり、
過去の広報でもお知らせしましたが、2016年11月18日にもテングコウモリが天井で休止して
いるのが見つかりました。翌19日も同じ場所にいたので、今回は同じ個体かどうかが判るよ
うに赤色ペイントマーカーで印を付けました。その後一時見られなくなっていましたが、23
日に再び天井の同じ場所で休止している個体が見つかったのですが赤のマークがほとん
ど消えていたので、再度頭部に青色でマークしました。その後一時見られなくなっていまし
たが、12月2日に天井の別の場所で休んでいる個体が確認出来、頭部をみると青色と一部
赤色のマークがみつかり、11月19日にマークした個体と判りました。4日には天井の同じ場
所で見つかりましたが、6日には11月19日に見られた場所に戻って休止しているのが観察され、以後、前脚の位置が変わる程度で同
じ場所で見られ、12月24日以降はほとんど動かず、冬眠状態に入ったと判断されました（11月18日～12月31日の写真参照）。1月に
入っても14日までほとんど動かず、12月24日以降はほとんど活動せずに冬眠状態になっていると考えられました。しかし、15日朝に
は姿が見られなくなり胎内樹型や周辺の大きな溶岩樹型内をくまなく探しましたが見つかりませんでした（この日は厳しい寒さで、
朝8時50分頃でも－７℃でした）。前年の冬も1月15日までは見られたものの、その後の大雪以降見られなくなってしまいました
ので、今後、胎内神社に再び戻って来るのかを定期的に観察して行きたいと思います。

　町の観光課と教育委員会の協力をいただき、2015年5月から西湖コウモリ穴内部の８地
点・青木ヶ原１地点の計９地点に温（湿）度ロガーを設置させていただき３０分置きの気温
を測定しています。2016年も営業を休止した後の12月16日に、そのデータの回収の為に西湖
コウモリ穴に入らせていただきました。
　その結果をグラフにしてみましたら、入口に近い外気の影響が最も大きいと思われた地
点が、予想通り冬には最も低く最低が-10.4℃で、夏には最も高く14.7℃が最高でした。奥の
7ヶ所は場所によって違いがみられたものの、年間を通して０℃以下にならないことも判り、
これが多くのコウモリ類が西湖コウモリ穴を冬眠に利用している大きな理由と考えられまし
た。
　この12月16日の調査時に、越冬中のコキクガシラコウモリが471頭（右上の写真の中に
448頭写っていました）、キクガシラコウモリが71頭（右下の写真に22頭写っていました）、
合計542頭という過去15年間で最大クラスの個体数が確認されました。2015年12月18日の
調査時は、コキクガシラコウモリが144頭・キクガシラコウモリが78頭の合計222頭でした
ので、キクガシラコウモリはほとんど変わらず、コキクガシラコウモリが前年の3.3倍に増え
ていたということになります。このように、越冬するコウモリの個体数が大幅に増えている
のは良いことだと思いますが、過去に確認されたウサギコウモリやモモジロコウモリが確
認出来なかったことが気になります。この２種は全国的に個体数が減少傾向にあるため、
富士山や青木ヶ原地域でも減少している可能性が高いので心配です。
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≪詳細お問合せ先≫　西湖いやしの里根場総合案内所
3月～11月　午前9時～午後5時　無休

12月～２月　午前9時30分～午後4時30分　水曜日定休日
TEL；0555-20-4677　URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。
その際、免許証などご住所の確認できるものをご提示下さい。

八丁目会 2月のおススメ！

地域に根差して…
根場地区の第８番目の“組”です！

からのお知らせからのお知らせからのお知らせからのお知らせ

陶と香のかやぬま

紙屋　逆手山房

大石紬と布の館

土あそび富士炉漫窯

ちりめん細工・つるし飾り

おもいで屋

和膳屋　彩雲

食事処　里山

石挽き手打ちそば松扇

匠や

練香の寒作りはいかがですか？

いい紙は「寒漉き」やりませんか！

かかとのカサカサは絹ソックスでケア。

かわいい陶の手作りふくろう雛。

にわとりの飾り作ってみませんか？

激辛わさびの種　この辛さクセになるかも！？

チゲほうとうでからだあったか

あつあつなべやきうどんはおもちをトッピングしてどうぞ

体を温める“健康食”蕎麦を食べましょう。

ガラス工芸と彫金のアートな世界

日　程；2月12日㈰、2月26日㈰
　　　　午前１１時、午後1時
※ご希望の日と時間をご予約ください。
　　　　　　　　　　　　（要予約）

料　金；町民特別価格 2,500円
大きさ；300グラムの粘土
予　約；土あそび富士炉漫窯(前田)
 　　　 ℡ 080-5024-5735

陶と藍二人展

３月１１日㈯～５月７日㈰

現在開催中～３月８日㈬ 現在開催中～２月５日㈰

２月７日㈫～３月１６日㈭

『ふくろう雛を作ろう！』

いやしの里ひな祭り

＊陶器・藍染＊

初春のしつらい展
＊ガラス・金工・陶＊

２月１８日㈯～４月３日㈪

匠や　企画展 見晴らし屋　企画展

弥栄高校美術科
生徒作品展

第５回絵手紙
交流展

定休日のお知らせ
12月から２月の水曜日は定休日となります。

作品は乾燥・素焼き・本焼き後、およそ１ヶ月でお送りいたし
ます。(送料着払い)

ご好評いただいております、建物番号⑫火の見屋の着付け体験
において、きもの・よろい等の衣装また、着付けスタッフの充実の
為2017年4月1日（土）より料金の変更をさせていただきます。
何卒、ご理解とご協力をいただきますようお願い致します。

2017年３月31日㈮まで　お一人様　   500円
2017年４月 １日㈯より　お一人様　1,000円

期間中
ひなあられがもらえる
スタンプラリー開催

ひな人形飾り付け

⑫火の見屋　着付料金変更のお知らせ
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河口湖
ステラシアター通信

2月号

♪河口湖ステラシアター＆河口湖円形ホール公演情報♪

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ７２－５５８８までどうぞ

&
♪自然の香りが響きわたる♪

河口湖円形ホール河口湖円形ホール河口湖円形ホール
♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

ピアノリサイタル〈ピアノとお話し〉小畠伊津子

　東京都出身。都立芸術高校を経て、‘80年東京藝術大学音楽部ピアノ科卒業。‘81年渡独。西ドイツ国立リューベック音楽大学入
学。在学中、ハンブルガーシンフォニカと協演。リューベックにてリサイタル開催。オーディションによりドイツ放送に出演。‘82コンツ
ェルト・エクサーメン（ドイツ国家演奏家資格試験）を最優秀の成績で卒業。‘83年帰国。新東京フィルハーモニック、多摩管弦楽団
と協演。‘85年よりリサイタルを開始。‘93年からは津田ホール、王子ホールにて13回のリサイタルを開催。朝日生命ホール室内楽シリーズ、‘91年「モーツァルト連
続演奏会」、‘97年「シューベルト・ブラームス特集」、‘98年「20世紀音楽のあゆみ」に出演。97年、‘98年には同プログラムによりNHK FMコンサートに出演。
好評を博す。ここ数年は、病院、ケアセンター等の施設でのボランティアコンサートや大学での特別講義にも積極的に取り組んでいる。ピアノを石井泰子、末永
博子、藤沢克江、高橋高子、大木裕子、安川加寿子、ローラント・ケラー、またソルフェージュを坪野春枝の各氏に師事。

【小畠伊津子 プロフィール】

[曲目] ●W.A.モーツァルト：ピアノソナタ ハ長調 K.330
　　　●L.V.ベートーヴェン：ピアノソナタ 第32番 ハ短調 作品111
　　　●R.シューマン：クライスレリアーナ 作品16
[出演] 小畠伊津子

[日程] 2017年2月18日㈯　
　　　開場/18:30　開演/19:00
[会場] 河口湖円形ホール
[料金] 全席自由　2,500円

好評発売中!!

民謡界の枠にとらわれず「民謡」の復活へ向けて、
独自の活動を切り開く
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with ストリングス・トリオ＆パーカッション
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リチャード・クレイダーマン
2017

[日程] 2017年3月4日㈯　開場/14:00　開演/14:30
[会場] 河口湖ステラシアター 小ホール
[出演] 伊藤多喜雄
　　　協力出演/勝山中学校太鼓部
[料金] 全席自由
　　　一般　3,500円／町民3,200円／会員3,100円
　　　高校生以下　1,500円／町民1,400円／会員1,300円

[プログラム] 
　●TAKiOのソーラン節　●津軽じょんがら節
　●俵積み唄　●南部牛追い唄
　●金毘羅さん　ほか

※３才以下のお子様の入場はご遠慮願います。

※都合により曲目を変更する場合があります。
　予めご了承ください。

　今や世界中で踊られている、「3年B組金八先生」
で知られた南中ソーラン「TAKiOのソーラン節」の
生みの親。NHK紅白歌合戦出場（1989、2003
年）祖先が残してくれた日本人の血の中にある故郷
の歌、民謡を「民謡界」の枠にとらわれず音楽の原
点である自由でフリーな捉え方で歌い、表現し作り
伝えるTAKiOワールド、日本の言葉を含めた民族音
楽としての民謡を、日常耳にする洋楽器と共にアレ
ンジし、TAKiO BANDが演奏する中でTAKiO流の
自由な唄い回しで唄い上げる。さらに一見民謡とは
接点が有るとは思えない様々なジャンルのミュージ
シャンとも共演し、積極的にライブ活動を展開、民
謡の復活へ向けて独自に活動の場を切り開いてき
た。傍ら「唄さがしの旅」を重ね、生活に基づく唄を
訪ね歩く。唄を通して、地域の活性化を図るため楽
曲の作詞作曲、日本各地の町おこしにも関わり、学
校公演はもとより教科書の教則本で歌唱指導も行
っている。

[伊藤多喜雄(TAKiO)プロフィール]

3年B組金八先生の

シャトルバスの
運行あり

シャトルバスの
運行あり

[日程] 2017年5月7日㈰　
　　　開場/13:30　開演/14:00
[会場] 河口湖ステラシアター 大ホール
[出演] リチャード・クレイダーマン
　　　ストリングス・トリオ＆パーカッション
[料金] 全席指定　
　　　一般　5,500円／会員5,000円
　
[プログラム] 
　●渚のアデリーヌ
　●いい日旅たち
　●昴　ほか

※未就学児童の入場はご遠慮願います。

「渚のアデリーヌ」で知られるピアニスト、リチャード・クレイダ
ーマン。40年前の大ヒットで端正なルックスと演奏スタイルから
『ピアノの貴公子』と呼ばれ、世
界中のファンを魅了しました。
2 017年 5月の今ツアーが
ちょうど40回目となります。
………………………………

お見逃しなく！
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2公演とも
★町民先行
   2/10（金）

AM10:00～PM5:00まで
問合せ 河口湖ステラシアター
TEL 0555-72-5588

★一般発売開始
  2/11（土・祝）
AM10:00～
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アンケートにご協力ください
Q1 町からの情報の入手方法は？

Q3 広報誌は…

広報誌 ・ ＣＡＴＶ ・ 町公式ホームページ ・ フェイスブック ・ メルマガ・ 
回覧・公民館などの掲示やチラシ・ その他（　　　　　　　　）

Q2 広報誌の入手方法は？
自治会配布 ・ 銀行やコンビニ等 ・ 町役場や出張所 ・ 
その他（　　　　　　　　）

すべて読んでいる ・ 関心のある分野のみ ・ 読んでいない

Q4 広報誌の情報量は　多い ・ ちょうどよい ・ 少ない

Q5 今月号の広報誌で必要ないと感じた記事とその理由

Q6 今月号の広報誌で役に立った記事とその理由

Q7 こんな面白い人がいる、取り上げてほしいことがあるなどの情報や、
広報誌に関するご意見、要望などご自由にお書きください

アンケートの答え・年齢・性別・地区（プレ
ゼントを希望の場合は住所と名前必須）
を明記し、点線で切り取り、はがきに張り
付けるか、メールで下記連絡先の政策財
政課までお送りください。
いただいた情報は厳重に管理し、目的以
外には使用いたしません。

〒401-0392　
山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700
　富士河口湖町役場
  　　政策財政課　広報担当　渡辺宛
e-mail:seisaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

回答方法

アンケート回答先

………………………………………

お答えいただいた方の中から、
抽選で10名様に

を差し上げます。

特製ふじぴょんランタン
（富士らんたん）

※当選者は発送をもって
　　かえさせていただきます。
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線
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線
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線
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2月8日㊌・22日㊌今月の相談日 時間:午後1時30分～／午後2時30分～　場所:中央公民館  第2会議室

問合せ・申込み先　生涯学習課 【７２－6053】お気軽にご相談下さい。相談は予約制（無料）です。

お
め
で
た
・
お
く
や
み
11/１4
▼

１2/１５

●生活困窮者・母子世帯等の就業相談について●

●女性なんでも相談のお知らせ（毎月第２･第４水曜日）●

　町では、毎月５日（５日が休日の場合はその前の平日）にハローワークが出張しての就業相談を実施して

います。次回は３月３日（金）朝１０時から１１時半に町役場１階１０２会議室で実施します。対象者は、生活

保護受給者・生活困窮者・母子世帯となっておりますので、希望する方はお気軽にご相談ください。

た
い
ほ
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た
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るね

た
く 

ま

だ
い 

き
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く 

と
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つ 

き

え
　
な

ゆ
　
い
　
な
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せ
に

（
結
婚
）



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報25

　　26,548人
(－3)

 13,001人
(±0)

 13,547人
　(－3)

 10,129　
(＋14)

人口

男

女

世帯

お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240
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●町民福祉館ふじやま　 午前10時～12時　  　 ●足和田出張所　 　午後1時～3時
2月20日㈪

●町民福祉館ふじやま　 午前10時～午後2時
●勝山出張所　 午後  1時～ 4時

　 ●足和田出張所　　 午後1時～4時
　 ●上九一色出張所　 午後1時～4時実施日

弁護士相談

行政相談
心配ごと相談

●相談は予約制です● ※相談日の４日前までに政策財政課  ℡ 72-1129まで連絡してください。
　相談は、1人20分間です。

富士吉田商工会議所3階

月～金曜日（祝日を除く） 午前９時～午後５時
多重債務相談　消費者問題相談 ほか

消費者問題のお悩みは

相談専用ダイヤル ℡0555－22－1577
富士吉田市消費生活センターへ

渡辺久美子 72－2849　 　 堀内 　洽　83－2304　　　 渡辺 秀樹　82－2424　 　 渡辺袈裟司　87－2316町の行政相談委員さん

http://www.kenkoudai.ac.jp
『健康大ブログ』好評発信中！

お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240

℡055－253－2376

山梨県司法書士会総合相談センターの
司法書士無料相談（予約制）

毎月第４火曜日　午後１時～４時　　富士山駅ビル(Ｑ－ＳＴＡ) 地下１階
予約受付　月～金曜（祝日除く）　　午前９時～午後５時
　相続・遺言・成年後見・登記に関する相談、家・土地に関する相談　
　会社に関する相談、借金・日常生活のトラブルに関する相談 ほか
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1月１日現在の
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富
士
河
口
湖
町
結
婚
相
談
所
で
は
、毎
月
１
回

「
結
婚
相
談
日
」を
設
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※産業会館建て替えのため4/1より移動しました

健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします

 もっと知りたい！

健 康 大
 もっと知りたい！

健 康 大
平成28年度 地域連携講座を開催

●2017年度　入学試験日程…………………………………………………………………………………………………………………………………

※健康科学部と看護学部では、「入試種別」等一部異なりますのでご注意ください。
※上記「本学」会場は、都留キャンパスでの実施となります。

健康科学部 看護学部

本学(都留)

甲府・東京
※本学独自の試験は
　行いません。

入試種別

2/1～2/10

2/20～3/1

3/1～3/9

2/21

1/14～15

3/14

全学科

全学科
作業療法学科
福祉心理学科

学　科 試験日出願期間 ※消印有効 会　場

Ⅱ期

Ⅱ期

Ⅱ期

一般入試

センター利用

自己推薦入試

Ⅱ期
入試種別

一般入試

ＡＯ入試

甲府・東京

本学(都留)

2/1～2/10

3/1～3/9

2/21

3/14

看護学科

看護学科

学　科 試験日出願期間 ※消印有効 会　場

　平成28年10月9日(日)に健康科学大学河口湖キャンパスB101
講義室、同年11月20日(日)に富士河口湖町中央公民館視聴覚室に
て、大学コンソーシアムやまなしと富士河口湖町との共催による「平
成28年度 地域連携講座(コミュニティカレッジ講座)」が開催され、多
くの方々にご参加いただき盛況のうちに終了することができました。
　第1回講座「足腰の衰えを感じていませんか？ ～フレイル（Frailty）
の予防方法とは～」では、理学療法学科助教の髙木大輔先生が講師
を務め、老年症候群である「フレイル」の解説を行い、またその予防
に効果のある運動を紹介し、参加者と一緒に体を動かしました。
　第2回講座「暑さ寒さと健康」では、福祉心理学科教授の永井正則
先生が講師を務め、体温調節反応と熱中症の関係、粘膜障壁と風邪
による発熱の関係についての解説を行い、粘膜の免疫機能など身体
のしくみについて理解を深めました。
　第3回講座「睡眠と健康」では、引き続き永井正則先生が講師を務
め、科学的な視点から現代人の睡眠に関する問題点などについての
解説を行い、受講者からの睡眠についての悩みへのアドバイスも行
われました。
　連携講座を開催するにあたりまして、ご支援・ご参加くださいま
した皆様誠にありがとうございました。

第 1回講座担当の髙木大輔先生

地域連携講座コーディネーターの坂本宏史先生 第2～3回講座担当の永井正則先生
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☎２３－４４４４ (富士五湖消防本部テレフォンサービス)
☎055-224-4199 (山梨県救急医療情報センター)

「広報富士河口湖」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

24時間対応 休日・夜間の救急医の問い合わせ先

「成人者のつどい」～表紙の写真～
　今年の成人者のつどいは１月８日に勝山さくやホールで行われまし

た。当日は、午後から雪が降ってきましたが、午前中に行われた式典中

は天候も良く、色とりどりの晴れ着に身を包んだ新成人のみなさまや

親御さんが多数集まり、華やかな「成人のつどい」となりました。

　本年度、町内で成人を迎えられた方（１９９６年４月２日～１９９７年

４月１日）は、３０７名。生まれた年の出来事を調べてみますと、アトラ

ンタオリンピックが行われた年でした。日本は金３個、銀６個、銅７個

の成績で、女子マラソンで銅メダルを獲得した有森裕子選手が「自分

で自分をほめたい」とコメントされたことでも有名な大会です。

　３年後には東京オリンピックが控えており、町だけでなく国内でも色

々な事業が実施され、これまで以上に多方面で一人一人が活躍できる場も広がっていくと思います。

　成人を迎えられた皆様も「自分を自分でほめられる」ようなご活躍を期待いたします。おめでとうございました。

◇問合せ　町役場 総務課 防災係　TEL72－1112　FAX72-0969

「地震から生き残ること」はあたりまえではありません!
１分間の行動訓練“シェイクアウト訓練”

　事前参加登録は、訓練への参加意思を示すことにより、さらなる防災意識を高めるものです。
簡単な申込手続きです。積極的に事前参加登録をして訓練に参加しましょう！

　◇登録方法◇
　　・登録用紙に必要事項を記入し、役場または出張所へ提出
　　　（登録用紙は役場、出張所、HP内。自治会加入世帯は全戸配布。未加入世帯は広報誌に差込。）
　　・ＨＰ内の参加登録用フォームから入力
　　・電話での申込みも可

[日時]  平成２９年３月１１日(土) 午前１０時

◇ 防災行政無線放送
◇ CATV放送（河口湖CATV11Ch／北富士テレビ10Ch）
◇ 地震防災訓練アプリ
　　スマートフォンに緊急地震速報のブザー音が鳴ります。ぜひこの機会に体感して下さい。
　　地震防災訓練アプリをダウンロードしてから、訓練日時を右のQRコードより登録して下さい。

～訓練開始時間に次のとおり訓練情報を配信します～訓練開始の合図

地震防災訓練アプリダウンロード用 地震防災訓練アプリ
訓練日時登録用

◆◆◆事前参加登録で積極的な意思表示を!!◆◆◆
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